
令和２年度(2020年度）生涯学習関連事業評価(所管評価）【基本施策別】
【基本施策１　番号１～４９、４９事業】

令和3年（2021年）6月7日　生涯学習審議会生涯学習政策課審議資料①-3

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

1

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

自然体
験・自然
観察会

本市の特長でもある
豊かな自然を活か
し、市民を対象とし
た自然観察会を行
う。

どなた
でも

2 ３２
（秋：18
星空：
14）

共催 変
更
し
て
実
施

予定していた４回のう
ち、6月と2月の観察会
は緊急事態宣言・感染症
拡大防止対策のため中
止となった。実施の2回
は人数や時間を制限して
実施したが、小規模なが
らアンケートの満足度が
高かった。

応
募
者
・
参
加
者
の
人

数 計100名 ３２人
（秋：18人
星空：14
人）

Ｂ

50名 取組の
継続

屋外事業だが、密集・密接
の状況が発生しやすい講座
のため、感染症対策を並行
して実施し、市民に身近な
自然と触れあう機会を提供
する。また、稲荷山行政資
料保管等施設の自然博物
館資料の活用を進める。

31 10 31 生涯学習政
策課

2

講
座
・
教
室

趣
味
的
な
も
の

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

出張体
験講座

市内小学校に講師を
派遣して、子どもた
ちに多様な体験型講
座を実施する。

子ども ー ー 委託 全
面
中
止
・
延
期

感染症拡大防止を理由
に中止した。

事
業
の
拡
大

より多くの子
どもたちが、
多様な体験
を行える機
会を充実さ
せる。

―

評
価
な
し

６校 取組の
継続

令和元年度開始した事業
で、昨年度中止となったた
め、今年度が2回目の実施
となる。元年度より希望調
査時期を早める等、前回の
反省を活かして事業がより
身近で活用しやすいものに
なるよう努める。

1,119 0 626 生涯学習政
策課

3

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

赤ちゃん
ふれあ
い事業

市内の中学校と地域
の関連機関が連携し
て、中学生が乳幼児
や妊婦とふれあう機
会を提供し、命の大
切さを再認識すると
ともに、自尊感情を
育む。

子ども 22 22校 委託 変
更
し
て
実
施

助産師会によるいのちの
講義と、妊婦ジャケット等
を使用した体験、妊婦や
乳幼児と直接ふれあう体
験を実施していたが、感
染症予防のため、妊婦や
乳幼児の参加は見合わせ
た。また、講義そのもの
を中止した学校もあっ
た。

事
業
の
拡
大

拡大 公立中学
校22校

Ｂ

すべての公立中
学校（38校）での
実施

改善・見
直しの
実施

オンラインの活用など、新
しい生活様式に対応した講
義内容を検討し、すべての
公立中学校で実施する。

3,248 1,452 3,248 子どものし
あわせ課（八
南助産師
会）

4

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

子ども
体験塾
「オーケ
ストラ・
ワンダー
ランドへ
ようこ
そ！」

オーケストラを実際
に鑑賞する機会の少
ない子どもたちに、
迫力ある生の演奏を
体感する機会を提供
し、音楽への興味と
豊かな感性を育む。

親子・
保護者

ー ー 実行
委員
会

全
面
中
止
・
延
期

例年8月に実施している
が、新型コロナウイルス
感染症の拡大防止のた
め、中止。

参
加
者
の
満
足
度

アンケートで
5段階評価を
行い、「大変
良かった」ま
たは「良かっ
た」の合計割
合を、80%
以上

―

評
価
な
し

アンケートで5段
階評価を行い、
「大変良かった」
または「良かった」
の合計割合を、
80%以上

改善・見
直しの
実施

コロナ禍においても、子ど
もが音楽に親しむ機会を提
供できるよう、感染予防を
徹底して事業を実施する。

0 0 0 子どものし
あわせ課（学
園都市文化
ふれあい財
団）

5

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

001 子ども
たちが
体験で
きる機
会の充
実

八王子
浅川水
辺の楽
校

生き物の採集やボー
トでの川遊びなどの
体験活動を通して環
境教育の充実を図る
とともに環境を大切
にする心と行動力を
育てる。

子ども ー ー 実行
委員
会

全
面
中
止
・
延
期

イベントに関しては、全て
中止となった。

応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

休止 ―

評
価
な
し

社会状況を勘案
したうえで、安全
にできるだけ多く
のイベントを実施
する。

改善・見
直しの
実施

コロナ禍のもと、より安全
な方法を考えて、イベント
を実施する。

250 59 250 水環境整備
課（八王子
浅川水辺の
楽校運営協
議会）

6

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

八王子
「宇宙の
学校」

小学校１年生から３
年生を対象に、実験
工作に取り組むス
クーリングと家庭学
習を組み合わせた教
育プログラムに基づ
き、子供たちの心に
「好奇心」「冒険心」
「匠の心」を育んでい
くことを目的に宇宙
教育を行う。また、事
業は、市民や学生ボ
ランティア等との協
働により進めてい
る。

子ども ー ー 実行
委員
会

全
面
中
止
・
延
期

令和元年度は２４９組の
参加があり、３会場で４
回のスクーリングを開催
した。今年度は新型コロ
ナウイルスの観点から当
該事業を中止とした。そ
の代替事業として、
JAXAのホームページを
紹介するなど家庭学習が
可能なチラシを作成し、
対象学年の児童全員に
配布した。

参
加
者
の
満
足
度

― ―

評
価
な
し

― 取組の
継続

新型コロナウイルスの感染
状況を見ながら、参加者や
ボランティアの安全安心を
最優先に開催の可否を検
討する。開催となった場合
は、新型コロナウイルス感
染症対策に万全を期すると
ともに、中止となった場合
は、代替事業の実施を検討
する。

1,000 0 700 こども科学
館
（宇宙の学
校実行委員
会）

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開
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【基本施策１　番号１～４９、４９事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

7

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

青少年
講座

子どもたちに社会体
験、職業体験、伝統
文化体験をはじめと
する多様な体験学習
の場を提供し、自発
的・主体的な学習活
動の基礎をつくる。

子ども 1 38 市単
独

変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症の影響で多くの夏休み
講座が中止となり、1講
座のみ（「ロシアのお話と
ピアノ音楽講座」）の開催
となった。

参
加
者
の
満
足
度

満足度90％
以上

100%

Ｃ

満足度90%以上 取組の
継続

適切な感染対策を講じた
上で講座を実施し、子ども
たちに多様な体験学習の
場を提供していく。

466 13 297 学習支援課

8

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

ジュニア
育成事
業

トップアスリート等か
ら指導を受けること
により、子どもたち
の競技力と意識の向
上を図る。

子ども 2 31 委託 変
更
し
て
実
施

感染状況により、会場開
催できなかったものにつ
いては、動画配信やオン
ライン配信にて開催し
た。
会場開催できたものにつ
いても、人数制限等の感
染症対策を講じて開催し
た。

応
募
者
・
参
加
者
の
人
数

250人 31人

Ｃ

360人 取組の
継続

ジュニア育成及び東京
2020大会の機運醸成や
レガシーとして、事前キャン
プ実施チームに関連した競
技やトップアスリートを招
いた各種教室を開催する。
直接指導が可能な会場開
催を前提に、状況により動
画を活用するなど可能な
範囲で開催する。

1,500 630 1,500 スポーツ振
興課

9

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

夏休み
子ども
いちょう
塾

大学コンソーシアム
八王子加盟校の先生
たちが、その大学・学
部等の特色を活かし
て、子どもたちに夏
休みの特別教室を開
講する。

子ども ー ー 補助 全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルス感染
症の急速な感染拡大によ
り開催３日前に急遽の中
止を決定

普
及
・
啓
発

対象者への
周知をしっか
り行い、安全
に配慮して
開催する。

―

評
価
な
し

対象者への周知
をしっかり行い、
安全に配慮して開
催する。

取組の
継続

新型コロナウイルス感染に
対する対策を充実させ、事
業の実施を目指す。

1,842 452 1,904 学園都市文
化課（大学コ
ンソーシアム
八王子（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団））

10

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

謎解
き！脱
出ゲーム

子ども向けグループ
ワークプログラムと
して、提示された課
題をグループで話し
合い協力しながら解
決することで協調性
等を育む。

子ども 1 21 市単
独

変
更
し
て
実
施

感染症の感染拡大を防
止するため、各館が参加
する規模による実施は見
送った。準備が整ってい
た1つの児童館のみで人
数を絞って実施した。

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

参加者数：３
００人

21人

Ｃ

1回開催 改善・見
直しの
実施

感染症対策として密の回
避、人流の抑制が求められ
ている中で、児童館でどの
ような行事がどれだけでき
るか見通しが立たない。そ
のような中にあっては、小
規模に1回でも実施できれ
ばよいと考える。

5 0 0 青少年若者
課

11

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

学校等
への車
いす等
体験学
習

児童・生徒を中心に、
福祉講話・車いす体
験・高齢者疑似体験・
点字体験・アイマスク
体験を実施する。

子ども 46 2548 補助 変
更
し
て
実
施

社協職員が講師として説
明していたが、コロナの
ため車いすのみ貸出に変
更し、教員が説明できる
ようマニュアルと説明動
画を配付した。高齢者疑
似体験、点字、アイマスク
については消毒維持管理
が難しいため、貸出中止
とした。

応
募
者
・
参
加
者
の
人
数

対応件数
85件
参加者数
10,000人

対応件数
46件
参加者数
2548人

Ｃ

対応件数　60件
参加者数
4,000人

取組の
継続

コロナが終息するまで現状
維持での運用を行い、盲導
犬及び車いす生活者の講
話は学校の協力のもと感
染症対策を徹底して、積極
的に実施する。

436 0 243 福祉政策課
(社会福祉
協議会)

12

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

002 子ども
たちに
向けた
各種講
座・教
室の充
実

夏休み
体験ボ
ランティ
ア活動

中学生から青年など
若年層を対象に夏休
み期間を利用して、
高齢者施設・障害者
施設・保育園等の協
力のもと、ボランティ
ア活動を体験するこ
とで、住民主体での
福祉のまちづくりを
行う。

子ども ー ー 補助 全
面
中
止
・
延
期

感染防止及び受入施設
がないため中止

応
募
者
・
参
加
者
の
人
数

参加者数
330人

―

評
価
な
し

50人 改善・見
直しの
実施

コロナ禍において、ボラン
ティア受入施設及び人と人
との交流活動が減少が続く
と思われ、感染予防に努め
たボランティア活動を行う
とともに、非接触型の活動
も企画実施し、つながりあ
い支えあい町づくりを目指
す。

244 0 75 福祉政策課
(社会福祉
協議会)
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【基本施策１　番号１～４９、４９事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

13

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

003 青少年
の海外
交流・
都市間
交流の
実施

青少年
海外交
流

海外の青少年と交流
し、国際理解を深め、
異文化・外国語での
コミュニケーション体
験により国際的視野
を持った青少年を育
成する。

子ども ー ー 市単
独

全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルス感染
症の感染拡大の影響によ
り、海外への派遣による
交流事業を中止とした。

参
加
者
の
満
足
度

参加者アン
ケートの項目
における『参
加前後で、海
外や外国語
への興味・関
心が向上し
たかどうか』
の設問に"は
い"と回答し
た参加者の
割合が80%
以上

―

評
価
な
し

参加者アンケート
の項目における
『参加前後で、海
外や外国語への
興味・関心が向上
したかどうか』の
設問に"はい"と
回答した参加者
の割合が80%以
上

改善・見
直しの
実施

新型コロナウイルス感染症
の感染拡大の影響により、
海外への派遣交流を中止
とし、オンラインなど「新し
い生活様式」に対応した別
の交流方法での実施を検
討する。

4,874 0 425 生涯学習政
策課

14

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

003 青少年
の海外
交流・
都市間
交流の
実施

北海道
白糠町
小学生
交流事
業

本市と歴史的なゆか
りのある北海道白糠
町の小学生と交流
し、互いの地の歴史
や文化を学ぶととも
に、友情を育み、親善
を深め、相手を思い
やる心を醸成する。

子ども ー ー 共催 全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルス感染
症の感染拡大の影響によ
り、白糠町への派遣によ
る交流事業を中止とし
た。

参
加
者
の
満
足
度

参加者アン
ケートにおけ
る『交流事業
に参加してよ
かったか』の
設問に対し
て"よかった"
または"とて
もよかった"
と回答した
参加者の割
合が100％

―

評
価
な
し

参加者アンケート
における『交流事
業に参加してよ
かったか』の設問
に対して"よかっ
た"または"とても
よかった"と回答
した参加者の割
合が100％

改善・見
直しの
実施

新型コロナウイルス感染症
の感染拡大の影響により、
白糠町への派遣交流を中
止とし、オンラインなど「新
しい生活様式」に対応した
別の交流方法での実施を
検討する。

1,632 0 101 生涯学習政
策課

15

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

004 人生を
豊かに
する多
様な講
座の提
供

市民自
由講座

歴史、文学、健康等、
多種多様な分野の講
座を市民団体・大学・
企業などと連携して
実施し、市民の生涯
学習活動のきっかけ
づくりとする。

どなた
でも

76 2,372 市単
独

変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症の影響で中止となった
講座があったものの、3
館合計で76講座を開催
し、延べ2,372名が参加
した。

参
加
者
の
満
足
度

満足度80％
以上

81.8%

Ｂ

満足度80％以上 取組の
継続

適切な感染対策を講じた
上で講座を実施し、市民の
生涯学習活動のきっかけ
づくりとする。

2,159 1,393 1,536 学習支援課

16

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

004 人生を
豊かに
する多
様な講
座の提
供

八王子
学園都
市大学
（いちょ
う塾）

大学等の高度で専門
的な学習機会を継続
的に提供し、市民の
生きがいづくりやま
ちの活性化に貢献す
ることを目指す。

成人 115 1832 委託 変
更
し
て
実
施

前期講座（4～8月）につ
いては、学園都市セン
ターで開講する講座はす
べて中止。大学の正規科
目のみ実施（19講座）後
期講座（9～3月）につい
ては、新型コロナウィル
ス感染対策を行いなが
ら、講座数および定員を
減らし開催した。

参
加
者
の
満
足
度

95％以上 前期講座
は開講中
止となった
ため、アン
ケート実施
なし。
後期講座
について
は集計中。

評
価
な
し

95%以上 取組の
継続

引き続き受講定員を削減
するなど、新型コロナウイ
ルス感染症対策を徹底しな
がら年間150講座の開講
を目標として実施する。

52,385 47,354 54,968 学園都市文
化課（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団））

17

講
座
・
教
室

家
庭
生
活

004 人生を
豊かに
する多
様な講
座の提
供

消費生
活講座・
講演会

自立し、自ら行動す
る消費者市民を育む
ため、各種消費生活
講座・講演会等を開
催し、消費者への啓
発を図る。

どなた
でも

都共
催講
座1
回、
月間
八王
子会
場講
演会1
回

都共催講
座32
月間講演
会65

共催 変
更
し
て
実
施

会場の定員数を半分削
減し実施した。

参
加
者
の
満
足
度

参加者の
90％以上が
高評価

都共催講
座「キャッ
シュレス決
済見えな
いお金の
話」32人
月間講演
会「この時
代に合わ
せた食とく
らしの知
恵」65人

Ｂ

参加者の90％以
上が高評価

取組の
継続

【課題】多くの市民が消費
生活についての正しい知識
を得たり、自らの消費行動
が与える他への影響などに
興味や関心を深める。
【方向】市民が賢い消費生
活がおくれるように、身近
な消費生活に関するテーマ
を題材に講座を開催する。
コロナ禍の状況によるが会
場の定員数に気を付けな
がら開催する。

99 7 29 消費生活セ
ンター
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【基本施策１　番号１～４９、４９事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

18

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

005 郷土の
歴史や
文化財
に親し
む

郷土資
料館講
座・体験
学習

郷土の歴史や文化財
への関心を高めるよ
うな講座及び体験学
習を実施する。

どなた
でも

ー ー 市単
独

全
面
中
止
・
延

期 郷土資料館仮移転のた
め休止

応
募
者
・
参
加

者
の
人
数

― ―

評
価
な
し

― 廃止・休
止

新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、講座及び体
験学習の開催を休止する。

0 0 0 文化財課
（郷土資料
館）

19

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

005 郷土の
歴史や
文化財
に親し
む

文化財
見て歩
き

郷土の歴史や文化に
親しみ、理解を深め
るため、地域の文化
財を市民に紹介しな
がら巡る。

どなた
でも

ー ー 市単
独

全
面
中
止
・
延

期 新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止のた
め中止

参
加
者
の
満
足

度 ― ―

評
価
な
し

アンケート回答者
の7割が「満足」と
回答する

取組の
継続

新型コロナウイルス感染症
の感染状況等を踏まえたう
えで、実施時期や方法を検
討する。

5 0 3 文化財課

20

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

005 郷土の
歴史や
文化財
に親し
む

八王子
車人形
と民俗
芸能の
公演

八王子車人形や説経
節（説経浄瑠璃）・獅
子舞・木遣などの公
演を通して、市固有
の伝統芸能への興味
を深めるとともに、
伝統芸能の継承につ
いて理解と関心を高
める。

どなた
でも

ー ー 委託 全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止のた
め中止

応
募
者
・
参
加
者
の
人
数

― ―

評
価
な
し

参加者500人 取組の
継続

新型コロナウイルス感染症
の感染状況等を踏まえたう
えで、実施時期や方法を検
討する。

1,650 0 1,240 文化財課

21

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

006 文化芸
術に触
れる

八王子
市民文
化祭

市民による文化芸術
活動の発表及び市民
への鑑賞の機会を提
供することにより、市
民文化の振興を図
る。

どなた
でも

ー 参加者
419
来場者
7,808

共催 変
更
し
て
実
施

コロナ禍の影響により公
演が中止となったことも
あり、前年度より、参加
者、来場者ともに大きく
減少した。しかし、新たに
WEB上での配信等を活
用し、市民による文化活
動の発表と市民への鑑賞
の機会を提供し、市民文
化の振興を図ることがで
きている。

応
募
者
・
参
加
者
の
人
数

参加者
3,400人

来場者
21,000人

参加者
419

来場者
7808

Ｂ

参加者・来場者数
の増

取組の
継続

コロナ禍の影響により、今
年度も参加者、来場者数の
減少が見込まれる。しかし、
SNS等を活用してイベント
の周知を図りつつ、オンラ
イン配信等を活用し、市民
による文化活動の発表と
市民への鑑賞の機会を提
供し、市民文化の振興を
図っていきたい。

6,440 4,776 6,209 学園都市文
化課

22

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

006 文化芸
術に触
れる

八王子コ
ミュニ
ティオペ
ラ

市民に身近な場所で
オペラ合唱を学ぶ機
会を提供し、文化芸
術への市民参加の普
及を促進する。

どなた
でも

1 オンライ
ン視聴者
55

補助 変
更
し
て
実
施

”八王子コミュニティオペ
ラ”に名称を変え、地域を
超えた新たな展開を予定
していたが、新型コロナ
ウイルスの影響により、
オペラの実施を取りや
め、ソリストのみが出演す
るガラコンサートに内容
を変更。無観客オンライ
ン配信にて実施した。

応
募
者
・
参
加
者
の
人
数

来場者数
H30年度来
場者の10％
増

※緊急事
態宣言に
より、公演
2日前に無
観客（オン
ライン配信
のみ）と
なったた
め、測定不
可

評
価
な
し

― 廃止・休
止

新型コロナウイルス感染拡
大の影響により、令和３年
度は一時休止とする。（令
和４年度より再開予定）

11,901 5,103 0 学園都市文
化課（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団））

23 ◎
そ
の
他

育
児
・
教
育

007 読書の
まち八
王子の
推進

乳幼児
の読書
活動支
援

ブックスタート事業
やおはなし会、それ
に伴う出張型利用者
登録など、発達段階
に応じた切れ目ない
読書活動支援によ
り、図書館の利用を
促進し、乳幼児の読
書習慣の形成を図
る。

乳幼児 ー 【ブック
スタート
の参加者
数】
2,306
人
【主張型
利用者登
録の登録
者数】
475人

市単
独

変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
拡大を受け、３～４か月
児健診が中止となった時
期があったため、ブック
スタートのセットの配布
を図書館で行うなど方法
を変更して実施した。ま
た、出張型の利用者登録
を試行的に実施し、図書
館利用の促進を図った。

― ― ―

Ｂ

検討中 取組の
継続

ブックスタート及び主張型
利用者登録について、新型
コロナウイルスの感染防止
対策を十分に取りながら実
施する必要がある。

ー ー ー 中央図書館
生涯学習セ
ンター図書
館
南大沢図書
館
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【基本施策１　番号１～４９、４９事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

24

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

007 読書の
まち八
王子の
推進

読書感
想画・読
書感想
文コン
クール

市内在住・在学の小
中学生を対象に、本
を読んだ感想を絵と
文章で表現するコン
クール事業。平成24
年度（2012年度）か
らは、東京八王子西
ロータリークラブと
八王子市教育委員会
の共催（令和2年度
（2020年度）は協
賛）により実施してい
る。

子ども 各1回 【応募作
品数】
感想画：
715点
感想文：
2,680
点
【入賞作
品数】
感想画：
30点
感想文：
30点

市単
独

変
更
し
て
実
施

事業見直しにより、上位
入賞者の台湾への交流
派遣を廃止した。また、
東京八王子西ロータリー
クラブとの共催事業から
市の単独事業に変更し
た。
表彰式は新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため
中止とした。

応
募
者
数

コロナウイル
ス感染拡大
防止に配慮
して行うこと
とし、目標値
は設けない。

3,395人
（点）

Ｂ

検討中 改善・見
直しの
実施

文部科学省では、「主体的・
対話的で深い学び（アク
ティブ・ラーニング）」の推
進を提言している中、子ど
もたちがより主体的に、読
書体験を通じた感動を表
現し、他者に伝える取り組
みとして読書感想画・感想
文の要素を含む「本の
POPコンテスト」を実施す
る。

1,489 1,374 ― 図書館全館

25 ◎
そ
の
他

社
会
貢
献
活
動

007 読書の
まち八
王子の
推進

地域の
学校と
の連携
活動

職場体験や選書体験
等を通じた図書館と
子どもたち（小学生
～高校生）との交流
を通して、子どもた
ちに図書館の機能や
魅力を伝えるととも
に、図書館に対する
意見等を聞くこと
で、子どもたちの図
書館ニーズを把握
し、子どもたちの図
書館利用を促進する
取組等につなげる。

子ども 12 【受入人
数】
256

市単
独

変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルスの感
染拡大を受け、施設の構
造上、受入可能な館の
み、人数を制限して実施
した。
また、南多摩中等教育学
校図書館との交流を通し
て、子どもの読書ニーズ
の把握に努めた。

受
入
人
数

コロナウイル
ス感染拡大
防止に配慮
して行うこと
とし、目標値
は設けない。

256人

評
価
な
し

検討中 取組の
継続

南多摩中等教育学校との
従来の交流に、調べ学習等
への協力を追加し、生徒の
図書館利用を促進する。

ー ー ー 図書館全館

26

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

007 読書の
まち八
王子の
推進

八王子
千人塾

中央図書館が毎年開
催する60歳以上の
市民を対象とした生
涯学習支援事業。図
書館の使い方・資料
検索方法・論文の書
き方等の講座を開催
している。

高齢者 ー ー 市単
独

全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルスの感
染拡大を受け、中止とし
た。

参
加
者
数
・
修
了
者

数 ― ―

評
価
な
し

検討中 取組の
継続

新型コロナウイルスの感染
防止対策を講じた上での
開催方法の検討が必要。

0 0 0 中央図書館

27
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

007 読書の
まち八
王子の
推進

図書館
おすすめ
の“ぶっ
くぱっ
く”

普段は手に取らない
新たな本との出会い
を提供し、市民の読
書活動の質の向上を
図るため、図書館司
書が選んだ本を３～
５冊にパック化し、お
楽しみパックとして
貸し出す事業。

どなた
でも

ー 【えほん】
886
パック
3,570
冊
【おはな
し】
751パッ
ク
3,026
冊
【一般】
1,213
パック
4,767
冊

市単
独

― 令和2年3月から、コロナ
禍における読書ニーズに
対応するため、施行的に
実施した。経年で実施す
る方法や、季節に応じた
イベントとして実施する
など、地域の特性も踏ま
え、各館で実施時期や実
施方法を工夫して実施し
た。

貸
出
パ
ッ
ク
数

1,500パッ
ク

【えほん】
886パッ
ク
3,570冊
【おはなし】
751パック
3,026冊
【一般】
1,213
パック
4,767冊

Ａ

検討中 取組の
継続

読書の質の向上を測定す
るための指標の設定が必
要。

ー ー ー 中央図書館
南大沢図書
館
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【基本施策１　番号１～４９、４９事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

28 ◎

情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

007 読書の
まち八
王子の
推進

新たな
読書空
間“パー
クライブ
ラリー”

「新しい生活様式」に
おける身近な読書環
境を整備するととも
に、読書の普及啓発
や図書館情報の効果
的な発信を行い、地
域の情報拠点として
地域コミュニティの
活性化に寄与するた
め、公園を活用し、新
たな読書空間の創出
やおはなし会等のイ
ベントを実施する。

どなた
でも

1 約400 共催 変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルスの感
染拡大を受け、南大沢図
書館にて、長池公園との
共催により、試行的に実
施した。

協
働
事
業
の
推
進

公園を訪れ
る市民、特に
親子を中心
に400人前
後の参加を
目標値とす
る。

約400人

Ａ

南大沢図書館で
はパークライブラ
リーを春は子ども
を対象とし、秋は
大人を対象に実
施予定。各回約
300人を想定し
ゆったりとした読
書環境を提供し、
新しい生活様式
でのイベントのあ
り方を試行してい
く。

改善・見
直しの
実施

屋外のため、感染リスクは
屋内と比較して低いが、参
加者数が増加した場合、人
の流れを分散しながら実施
する方法を検討する必要が
ある。

0 0 50 南大沢図書
館
川口図書館

29 ◎
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

007 読書の
まち八
王子の
推進

非来館
型サービ
スの拡
充

電子書籍・Ｗｅｂサー
ビスの拡充や非来館
型利用者登録の実施
により、図書館に来
館せずに、図書館利
用者登録や読書がで
きる環境を整備し、
「新しい生活様式」に
おける身近な読書環
境の整備を図る。

どなた
でも

ー 【電子書
籍のタイ
トル数】
12,195
点（3月
末時点）
【貸出数】
54,85
7回
【電子
メールに
よる仮利
用者登録
数】618
人

市単
独

― 新型コロナウイルスの感
染拡大を受け、電子書籍
のタイトル数を増加する
とともに、その利用を促
進するための仮利用者登
録を試行的に実施した。
また、利用者の本選びを
サポートするため、「読書
メーター」・「ブクログ」の
外部リンクを図書館ホー
ムページに設定した。

電
子
書
籍
の
コ
ン
テ
ン
ツ
数
及
び
利
用
者

登
録
数

― 【電子書籍
のタイトル
数】
12,195点
（3月末時
点）
【貸出数】
54,857
回
【電子メー
ルによる仮
利用者登
録数】618
人

Ａ

検討中 取組の
継続

「新しい生活様式」に沿った
身近な読書環境の整備を
測定するための、指標の設
定が必要。

ー ー ー 中央図書館
生涯学習セ
ンター図書
館
南大沢図書
館

30

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

008 スポー
ツ・レク
リエー
ション
に親し
む機会
の充実

ネオテニ
ス親子
教室

親子参加型のスポー
ツの場を提供し、八
王子市発祥のニュー
スポーツ「ネオテニ
ス」の普及啓発を図
る。

親子・
保護者

ー ー 市単
独

全
面
中
止
・
延
期

― 応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

30人 ―

評
価
な
し

60人 改善・見
直しの
実施

今年度より親子での参加
のほかに一般の部を設け
る。
初心者向けでありオンライ
ン等の活用は適していない
ため、スポーツ推進委員と
協力し、感染症対策を講じ
て開催する。

19 0 43 スポーツ振
興課

31

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

008 スポー
ツ・レク
リエー
ション
に親し
む機会
の充実

ヘルシー
ウォーキ
ング

市内の名所や自然を
感じる施設を巡る
ウォーキング大会。
本事業により、市民
の体力、健康増進意
識の向上を図る。

どなた
でも

ー ー 委託 全
面
中
止
・
延

期 ― 応
募
者
・
参
加

者
の
人
数

1000人 ―

評
価
な
し

1000人 取組の
継続

感染状況により、延期を決
定。
時期は未定であるが、感染
状況を踏まえて、感染症対
策を講じて開催する。

740 83 740 スポーツ振
興課

32

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

008 スポー
ツ・レク
リエー
ション
に親し
む機会
の充実

夏山登
山入門

スポーツ・レクリエー
ションの普及と市民
の体力向上を図るた
め、市内の団体と協
働で開催する。

どなた
でも

ー ー 共催 全
面
中
止
・
延
期

― 応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

― ―

評
価
な
し

― 取組の
継続

感染状況により中止を決
定。

0 0 0 スポーツ振
興課

33

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

008 スポー
ツ・レク
リエー
ション
に親し
む機会
の充実

ふれあ
い運動
会

障害者や支援者・ボ
ランティアなどが自
主的に運動会を企
画・運営し、障害のあ
る人とない人との交
流と障害に関する理
解を促進する。

障害者 ー ー 共催 全
面
中
止
・
延
期

新型コロナの感染拡大防
止のため中止

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

参加団体目
標
40団体

―

評
価
な
し

参加団体目標
40団体

取組の
継続

参加者・参加団体が減少傾
向であるために、障がいの
種類や有無にかかわらず、
一緒に楽しめる競技を立
案・検討・実施し、参加者・
参加団体の増加を図る。

2,014
（内

800千
円は市
予算）

0 2,216
（内

800千
円は市
予算）

障害者福祉
課
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【基本施策１　番号１～４９、４９事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

34 ◎

情
報
提
供
・
環
境

整
備

仕
事
に
必
要
な
知

識
技
能

、
資
格
の

取
得

009 社会人
の学び
直しの
支援（リ
カレント
教育）

社会人
の学び
直し情報
の提供

社会人が学び直しを
する際に必要となる
情報を、関連する所
管や機関、大学等と
連携して集め、提供
する。

成人 ー ー 委託 ― 開始時期：令和2年度 普
及
・
啓
発

市内の学習
機会の情報
を一元化し
たウェブサイ
トの運用を開
始する

ウェブサイ
トではなく
アプリの構
築を行っ
た。

Ａ

・構築したアプリ
の保守委託。
・講座内容の精
査。

取組の
継続

・掲載している講座の大半
が趣味のための講座等で
あり社会人の学び直しのた
めの講座とは乖離があるこ
と。
・今後の講座の在り方につ
いて検討する。

8,932 1,472 396 生涯学習政
策課

35

講
座
・
教
室

仕
事
に
必
要
な
知
識

技
能

、
資
格
の
取
得

009 社会人
の学び
直しの
支援（リ
カレント
教育）

本気の
創業塾

市と商工会議所が共
同で運営するサイ
バーシルクロード八
王子において、八王
子で創業したい人を
対象に創業に必要な
基礎知識を学ぶ機会
を提供する。

成人 6 12 共催 変
更
し
て
実
施

コロナウイルスの影響
で、定員を約半数に抑え
た。またオンライン会議シ
ステム「Zooｍ」により説
明会及び講義の一部も
遠隔で実施した。

そ
の
他

受講生：25
人
創業者：7人

受講生：
12人
創業者：4
人

Ｂ

受講生：25人
創業者：7人

取組の
継続

前年同様、コロナウイルス
の蔓延又は収束等の動向
を踏まえ、人数を制限して
の実施等、計画の縮小また
は変更を検討する必要が
ある。

0 集計中 集計中 企業支援課

36

講
座
・
教
室

情
報
端
末
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
に
関
す
る
も
の

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

パソコ
ン・タブ
レット教
室

障害者の情報収集手
段としてIT機器を有
効活用ができるよ
う、障害別に有用な
アプリや使用方法に
ついて紹介し、日常
生活の向上を図る。
障害によって会場ま
で行くことができな
い人を対象に、訪問
相談を実施する。

障害者 65 445 指定
管理
者

変
更
し
て
実
施

緊急事態宣言中は中止し
たほか、緊急でIT機器を
活用する必要がある人を
選出し、実施することで
感染対策とした。

応
募
者
・
参
加
者
の
人
数

参加者目標
1700名

445名

評
価
な
し

参加者目標
1700名

取組の
継続

障害者とICTとの繋がりが
爆発的に進んでいる時世も
あり、参加者が年々増加傾
向にある。参加を希望する
すべての障害者に支援が
届くように、環境やデバイ
スを整える。

1,816 1,023 1,564 障害者福祉
課

37

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

見えにく
くなった
方の学
習

中途視覚障害者を主
な対象者として、点
字の学習、歩行訓練
等を行い、日常生活
の向上を図る。

障害者 2 13 指定
管理
者

変
更
し
て
実
施

緊急事態宣言中は中止し
たため、回数は少なかっ
たが、見えにくくなって
きた方からのニーズも高
く、感染対策を徹底した
うえで実施した。

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

新規参加人
数目標
2名

0名

評
価
な
し

新規参加人数目
標
2名

取組の
継続

新規参加者が減少傾向に
ある為に、広報はちおうじ
の活用や相談事業から繋
げることなどで、市民への
周知を図る。

433 213 423 障害者福祉
課

38

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

中途失
聴難聴
者のた
めの手
話講習
会

中途失聴難聴者が、
自らのコミュニケー
ション手段として手
話を習得する場とし
て実施する（入門・初
級・中級・上級の4ク
ラス）ほか、中途失聴
難聴者同士の情報交
換の場としている。

障害者 14 96 指定
管理
者

変
更
し
て
実
施

開講した後、緊急事態宣
言が発令され、年度途中
で中止とした。

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

新規参加人
数目標
2名

0名

評
価
な
し

新規参加人数目
標
2名

取組の
継続

新規参加者が減少傾向に
ある為に、広報はちおうじ
の活用や相談事業から繋
げることなどで、市民への
周知を図る。

1,142 41 1,142 障害者福祉
課

39
そ
の
他

趣
味
的
な
も
の

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

障害の
ある人も
参加しや
すい交
流活動
の場

障害者の孤立化を防
止するため、気楽に
利用できる交流活動
の場として地域活動
支援センターを運用
し、創作的活動、生産
活動の機会の提供、
社会との交流の促進
を図る。

障害者 ー 3486 補助 変
更
し
て
実
施

感染拡大防止の観点か
ら、開所時間の変更など
があり、利用者数は減と
なった。

利
用
者
の
数

前年度と同
等程度

評
価
な
し

前年度と同等程
度

取組の
継続

感染防止対策をとりなが
ら、障害者の孤立化を防止
するための活動を模索して
いく。

47,324 47,324 47,324 障害者福祉
課
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【基本施策１　番号１～４９、４９事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

40

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

福祉ま
つり

市内の社会福祉施
設・団体が手作りの
作品や食品を販売す
るほか、ステージ上
で太鼓や手話コーラ
スなどの活動発表を
行い、施設利用者と
地域住民との交流を
図るとともに、福祉
ボランティア活動に
対する市民の関心と
参加を高める。

障害者 ー ー 実行
委員
会

全
面
中
止
・
延
期

感染防止のため中止 普
及
・
啓
発

中止 ―

評
価
な
し

中止 改善・見
直しの
実施

福祉まつりは障害者団体等
が屋台式飲食販売等で対
面販売をするので感染リス
クが高いため、団体との協
議の結果中止した。代替と
して、障害者の授産活動等
の理解を深める工夫を取り
入れた手作り作品の展示
即売に重点を置き、年2回
開催の検討を行う。

1,200 0 1,200 福祉政策課
(社会福祉
協議会)

41

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

010 障害の
ある人
の生涯
にわた
る多様
な学び
の支援

障害者
文化展

障害のある人に作品
発表の機会を提供す
るとともに、広く障
害者福祉の啓発を行
い、賞を贈るなど今
後の創作を奨励す
る。

障害者 ー ー 指定
管理
者

全
面
中
止
・
延
期

新型コロナの感染拡大防
止のため中止

応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

作品応募目
標
200点

―

評
価
な
し

作品応募目標 取組の
継続

作品の応募者は増加傾向
であるが、その傾向を維持
する為、作品展示の広報を
行い、展示場所をアクセス
容易な会場にするなどで、
創作意欲を促せるように支
援する。

139 0 140 障害者福祉
課

42

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

市民い
きいきリ
フレッ
シュ体操

市内の各市民セン
ターで健康体操教室
を開催し、市民の健
康維持・増進を図る。

成人 76 1,107 市単
独

変
更
し
て
実
施

申込方法の変更や人数
制限等の感染症対策を
講じて開催した。
また、自宅でできる体操
動画を配信し、市民の健
康増進に努めた。

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

4,500人 1,107人

Ｃ

4,500人 取組の
継続

直接指導が可能な会場開
催を前提に、状況により動
画を活用するなど可能な
範囲で開催する。
健康維持のためにも、施設
が使用可能な限り、人数制
限等により開催する予定。

6,913 6,695 7,269 スポーツ振
興課

43

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

ゆうゆう
シニア講
座

シニア世代の健康維
持や生きがいづくり
を目的に、パソコン・
タブレット・スマート
フォンなどのICTに
関連する講座や健康
維持に関するプログ
ラムなどを提供す
る。

高齢者 23 540 市単
独

変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症の影響で中止となった
講座があったものの、3
館合計で23講座を開催
し、延べ540名が参加し
た。

参
加
者
の
満
足
度

満足度85％
以上

86.8%

Ｂ

満足度85％以上 取組の
継続

適切な感染対策を講じた
上で講座を実施し、ICT関
連講座や健康維持に関す
るプログラムなどを提供し
ていく。

1,254 566 882 学習支援課

44
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

高齢者
施設読
書活動
支援

図書館への来館が困
難な高齢者の入居施
設を対象に、図書の
出張貸出しや団体貸
出しを実施し、身近
に読書に親しめる環
境の整備を行う。

高齢者 29 【貸出数】
4,721
冊

共催 変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルスの感
染拡大を受け、ボラン
ティアによるおはなし会
等は中止し、団体貸出の
みとした。

参
加
者
の
満
足
度
及

び
利
用
促
進

― ―

Ａ

― 取組の
継続

新型コロナウイルスの感染
対策を講じた上での、実施
方法の検討が必要。

4,330 4,240 4,477 中央図書館

45

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

介護予
防講座

フレイル予防の視点
を取り入れ、要介護
状態になることを防
止し、地域において
自立した日常生活を
営めることを目的と
した、各種介護予防
講座を実施する。

高齢者 大横
9
東浅
川
16
南大
沢
206

大横
198
東浅川
163
南大沢
1,128

市単
独

変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症の感染拡大により一部
参加者数などを制限しな
がら実施した。
一方で、外出自粛にとも
なる新多機能の低下を予
防するため、教室や講座
等以外の場面でも紙面で
の普及啓発等を実施し
た。

普
及
・
啓
発

普及・啓発の
対象者数
2300人

大横
198
東浅川
163
南大沢
1,128 Ｂ

普及・啓発の対象
者数
2,500人
講座等の満足度
80％

取組の
継続

講座や教室への参加後も、
運動をはじめとしたフレイ
ル予防のための取組みを
継続できるよう働きかけ
る。また、参加者としてだ
けでなく、市民が主体と
なった継続な取り組みにつ
ながられるよう支援してい
く。

大横
741
東浅川
5,579
南大沢
5,629

合計
11,94

9

大横

東浅川
4855

南大沢
620

大横
509
東浅川
5,472

南大沢
5,476

大横保健福
祉センター
東浅川保健
福祉セン
ター
南大沢保健
福祉セン
ター
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【基本施策１　番号１～４９、４９事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

46

講
座
・
教
室

趣
味
的
な
も
の

011 健康寿
命の延
伸につ
ながる
生涯学
習の取
組

生きが
いづくり
の教室

高齢者及び障害のあ
る人を対象とし、健
康の増進、生きがい
の高揚、社会参加の
促進、参加者間の交
流などを支援する。

高齢者,
障害者

ー ー 市単
独

全
面
中
止
・
延
期

新型コロナ感染拡大防止
のため全面中止

参
加
者
の
満
足
度

満足度80％ ―

評
価
な
し

― 廃止・休
止

単なる生きがいづくりの教
室については、生涯学習セ
ンター等でも実施してお
り、保健センターの教室に
ついては高齢者の介護予
防、健康寿命の延伸等に資
する教室を充実させてい
く。

大横
1,798
東浅川
708
南大沢
999

合計
3,558

大横
90

東浅川
0

南大沢
535

大横
669
東浅川

0
南大沢
2,197

東浅川保健
福祉セン
ター
大横保健福
祉センター
南大沢保健
福祉セン
ター

47

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生

活
に
関
す
る
も
の

012 性や国
籍にか
かわら
ない社
会参画
につな
がる学
び

外国人
のため
の防災
訓練

地震などの災害に不
慣れな外国人に、防
災訓練を通じて、災
害への対応を身につ
ける機会を提供す
る。

外国人 ー ー 市単
独

全
面
中
止
・
延
期

感染症拡大防止を理由
に中止した。

参
加
者
数

12人 ―

評
価
な
し

― 廃止・休
止

― 0 0 0 多文化共生
推進課

48

講
座
・
教
室

社
会
問
題
・
市
民
生

活
に
関
す
る
も
の

012 性や国
籍にか
かわら
ない社
会参画
につな
がる学
び

男女共
同参画
に係る
講座の
開催

男女共同参画社会の
実現に向けて、一人
一人の個性と能力を
発揮できるよう、意
識啓発や参画のため
の学習機会を提供す
る。

どなた
でも

8 119 市単
独

変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止の観
点から、定員及び回数等
を見直して実施した。

参
加
者
の
満
足
度

アンケート集
計結果にお
ける満足度
98％

アンケート
集計結果
における満
足度
93.5％ Ｃ

アンケート集計結
果における満足
度90％

取組の
継続

「男女が共に生きるまち八
王子プラン（第3次）2019
改定版」に基づき、男女が
共に考え自立を目指すため
の啓発講座等を開催し、男
女共同参画社会の実現を
目指す。

1,047 318 748 男女共同参
画課

49

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

012 性や国
籍にか
かわら
ない社
会参画
につな
がる学
び

国際理
解講座

外国の文化への理解
と外国人との交流を
深め、多文化共生の
推進を図る。

どなた
でも

6 188 市単
独

変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症の影響で中止となった
講座があったものの、3
館合計で6講座を開催
し、延べ188名が参加し
た。

協
働
事
業
の
推
進

協働体制づ
くり

市内団体
等と協働
で6講座を
実施

Ｂ

協働体制づくり 取組の
継続

0 637 88 77 学習支援課
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【基本施策２　番号５０～１０７、５８事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

50

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

013 地域全
体で子
どもの
育ちを
支える

家庭教
育啓発
リーフ
レット等
の配布

子育て中の保護者や
行政委員等にリーフ
レットを配布し、家庭
教育について、より
広い層に関心をもっ
てもらうとともに、地
域で子どもと子育て
を応援するよう啓発
を行う。

親子・
保護者

ー リーフ
レット配
布数
約
45,00
0枚

市単
独

通
常
通
り
実
施

リーフレット配布を従来
通り小中学校とした。

普
及
・
啓
発

より効果的
な啓発方法
について検
討を行う。

―

Ａ

効果的な啓発方
法について検討
を行う。

取組の
継続

啓発そのもののための予
算がつかなかったので、費
用をかけずに啓発をする方
法を検討する。

515 185 0 生涯学習政
策課

51

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

013 地域全
体で子
どもの
育ちを
支える

はちおう
じフィー
カ☆ファ
シリテー
ター養成
講座

ファシリテーション能
力を向上させる講座
を開催し、保護者同
士や学校（教職員）・
家庭・地域をつなぐ
人材を養成する。

親子・
保護者

ー ー 共催 全
面
中
止
・
延
期

講座を開催する団体の意
向により中止。

応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

40人 ―

評
価
な
し

― 改善・見
直しの
実施

講座の実施方法について
検討。

290 0 0 生涯学習政
策課

52

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

013 地域全
体で子
どもの
育ちを
支える

ファミ
リー・サ
ポート・
センター
事業

子育ての手助けをし
て欲しい人とお手伝
いができる人が会員
登録をして、子育て
を地域で相互に助け
合う活動を行う。

成人 3 133 補助 変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策のため、
定員枠を減らした。

事
業
の
拡
大

提供会員数
712人

提供会員
数　676
人

Ｂ

提供会員数
722人

取組の
継続

新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策を講じつつ、
安全に講座を開催する。

12,035 9,781 16,424 子ども家庭
支援セン
ター

53
そ
の
他

育
児
・
教
育

013 地域全
体で子
どもの
育ちを
支える

学童保
育所

放課後に家庭で保育
ができない児童を対
象に、遊びを中心と
して異年齢集団の中
で社会性を身につけ
させながら、一人一
人の子どもたちの健
全な成長を手助けす
る。

子ども 日曜
日・祝
日・年
末年
始を
除く
毎日

施設によ
り異なる

指定
管理
者

変
更
し
て
実
施

緊急事態宣言中には延
長保育を行わない対応で
実施をした。開所中は新
型コロナウイルス感染症
対策に留意しながら実
施。
緊急事態宣言解除後は
開所時間は通常どおりと
した。

そ
の
他

待機児童が
多く発生して
いる小学校
区について
施設整備を
実施し待機
児童解消を
図る。

目標：２小学
校区の整備

浅川小学
校区及び
東浅川小
学校区の
整備を行
い、待機児
童の解消
を図った。

Ｂ

待機児童が多く
発生している小学
校区について施
設整備を実施し
待機児童解消を
図る。
目標：２小学校区
の整備

取組の
継続

依然として待機児童が解消
できていないため、待機児
童解消できるよう努めてい
く。

113,996 55,930 37,224 青少年若者
課

54
そ
の
他

社
会
貢
献
活
動

014 学校と
地域と
の連
携・協
働によ
る生涯
学習活
動

教育人
材バンク
へのボラ
ンティア
希望者
の登録

学校と地域が一体と
なり、子どもを育む
環境を整備するた
め、ボランティア希望
者を人材バンクに登
録する。

どなた
でも

ー 2,871 市単
独

― 新型コロナウイルス感染
症の影響により、活動を
希望する人が減少した。
コロナ禍のため、積極的
な募集活動も実施できな
かった。

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

4300人
（令和元年度
登録者数の
1.03倍）

2871

評
価
な
し

他のボランティア
関連事業(土曜放
課後、学習協力
者、学校運営協議
会企画事業の3事
業）との連携体制
の検討

改善・見
直しの
実施

令和3年度より地域人材活
用に係る事業が地域教育
推進課に集約される。その
ため地域人材の効果的な
活用の観点から各事業の
再検討をおこなう。令和３
年度は来期以降の活用に
向けた体制作りの検討を進
めていく。

3,240 1,083 3,210 地域教育推
進課

55

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

014 学校と
地域と
の連
携・協
働によ
る生涯
学習活
動

市立小
学校に
おける
環境教
育支援

市立小学校の総合的
な学習の時間等に実
施される環境教育実
習に対して、講師の
派遣等の支援を行
う。

子ども 17 1,029 委託 変
更
し
て
実
施

緊急事態宣言時は中止
し、解除後に支援日数を
1校当たり2回を1回に限
定して実施

応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

支援校25校 17校

Ｃ

支援校25校 取組の
継続

新型コロナウイルス感染症
のまん延状況に応じて、中
止や延期を視野に入れる。
開催する場合には予防対
策をした上で実施する。

1,430 算定中 1,430 環境政策課
（委託先：特
定非営利活
動法人環境
活動セン
ター八王子）

56

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

014 学校と
地域と
の連
携・協
働によ
る生涯
学習活
動

放課後
子ども
教室

平日の放課後や週
末、夏休み等に小学
校の施設を活用し、
地域の人やボラン
ティアの参画を得て
全ての子どもたちに
安全で安心な居場所
を提供する。

子ども 6,106 571,282 委託 変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症拡大の影響により一部
事業を縮小・変更したが、
小学校の施設を活用し、
地域の方々による運営や
見守りを実施したほか、
実施日の拡大を多くの子
どもたちに安全で安心な
居場所を提供した。

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

820,000
人

延参加者
数
571,282
人

Ｂ

610,000人 取組の
継続

実施日数の拡充や活動内
容の充実など、学童保育所
との連携による放課後の
居場所づくりと、持続可能
な放課後子ども教室の運
営（ＰＴＡや地域における世
代交代など、運営団体の担
い手不足）に取り組む。

229,150 118,282 195,543 生涯学習政
策課

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開
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【基本施策２　番号５０～１０７、５８事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

57

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

014 学校と
地域と
の連
携・協
働によ
る生涯
学習活
動

放課後
子ども
教室と
学童保
育所と
の連携
拡大

全ての児童の放課後
の安全・安心な居場
所を確保し、児童が
多様な体験・活動を
行うことができるよ
う、放課後子ども教
室と学童保育所の連
携による一体型を推
進する。

子ども ー 51校 市単
独

変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症拡大の影響により一部
事業を縮小・変更したが、
小学校の施設を活用し、
児童が多様な体験・活動
を行うことができるよ
う、放課後子ども教室と
学童保育所の連携による
一体型をできる範囲で推
進した。

事
業
の
拡
大

51校 51校

Ａ

51校 取組の
継続

国の「新・放課後総合プラ
ン」で示す「一体型」につい
ては現状で達成しており、
事業の拡大にあたっては今
後、学童保育施設の設置、
再整備などが必要である。

0 0 0 生涯学習政
策課

58

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

015 子育て
世代が
つなが
るきっ
かけづ
くり

子育て
ひろば
（親子ふ
れあい
広場・親
子つど
いの広
場など）

乳幼児及びその保護
者が相互の交流を行
う場所として、子育
てについての相談、
情報提供、助言・援助
等を行う。

親子・
保護者

2,286 保護者
延
3,662
人
子ども
延
3,795
人

委託 変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策のため、
面積によって定員を設
け、先着順利用時間を1
回60分～2時間（施設に
よって異なる）に制限し
た。12時30分～13時
30分まで消毒時間を設

事
業
の
拡
大

「のびのび子
育て講座」実
施数
1,062回

講座開催
回数
2,286回

Ｂ

講座実施数
2000回

取組の
継続

新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策を講じつつ、
安全に講座を開催する。

101,635 100,621 105,005 子ども家庭
支援セン
ター

59

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

015 子育て
世代が
つなが
るきっ
かけづ
くり

子育て
応援ひ
ろば

グループワークなど
を通じて子育ての中
で生じる悩みを解消
し、子育て中の保護
者を支援する。

どなた
でも

2 64 市単
独

変
更
し
て
実
施

クリエイトホールで2講座
を開催し、子育て中の保
護者を支援した。

参
加
者
の
満
足

度 満足度90％
以上

100%

Ｂ

満足度90%以上 取組の
継続

適切な感染対策を講じた
上で講座を実施し、子育て
中の保護者を支援してい
く。

207 62 154 学習支援課

60

講
座
・
教
室

育
児
・
教
育

015 子育て
世代が
つなが
るきっ
かけづ
くり

家庭教
育支援
講座「星
とおひさ
まFika
（フィー
カ）キャ
ラバン」
ワーク
ショップ

家庭教育支援講座を
茶話会(Fika(フィー
カ)）形式のワーク
ショップで行うこと
により、保護者の心
理的負担を軽減し、
家庭の教育力の向上
を図る。

親子・
保護者

4 21 共催 変
更
し
て
実
施

中止になった学校10校
オンラインによる講座2
校

事
業
の
拡
大

より多くの小
学校におけ
る開催を目
指す。

4校

Ａ

6校 取組の
継続

・講座の実施方法について
検討
・家庭教育支援講座の様子
を動画配信するなど啓発
活動に力を入れる。

188 85 150 生涯学習政
策課

61

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

地区運
動会・ス
ポーツ大
会

総合型地域スポーツ
クラブや旧体力つく
りへ補助金を交付
し、スポーツ大会を
通じ、地域コミュニ
ティの活性化やス
ポーツ実施率の向上
を図る。

どなた
でも

3 892 補助 変
更
し
て
実
施

感染症対策を講じて開催
することを確認して補助
金を交付した。

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

8,000人 892人

Ｃ

8,000人 取組の
継続

感染症対策を講じて開催す
ることを確認して補助金を
交付する。

2,079 180 1,881 スポーツ振
興課

62

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

はちおう
じ志民
塾

これから定年退職す
る人や定年を迎えた
人を対象に、退職後
地域で活動するきっ
かけづくりをする。

高齢者 16 12 委託 変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症感染拡大の影響によ
り、定員の減員、三密防
止など感染対策を徹底し
て実施した。そのためグ
ループワークやまち歩
き、NPO団体訪問など
の講座は内容の変更を
余儀なくされた

応
募
者
・
参
加
者
の
人

数 25人 12

Ｂ

20 改善・見
直しの
実施

新型コロナウイルス感染症
感染拡大の影響が完全に
払拭されないことと、予算
の減額のため講座数を減
らして実施する予定

3,770 3,765 2,759 協働推進課

63

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

市民活
動入門
講座（ア
クティブ
市民塾）

市民活動に対する理
解を深め、市民活動
を促進する。

どなた
でも

6 77 指定
管理
者

変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症感染拡大の影響により
中止１回、延期１回があっ
た。後半はオンラインを
併用したいアイブリッド
で開催した。

応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

150人 77

Ｂ

150 改善・見
直しの
実施

コロナ禍の対応を優先し、
新たな形式を企画する。

指定管
理料の
中で実

施

指定管
理料の
中で実

施

指定管
理料の
中で実

施

協働推進課
（市民活動
支援セン
ター）

11/23



【基本施策２　番号５０～１０７、５８事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

64

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

お父さ
んお帰り
なさい
パー
ティー

シニア世代を対象
に、市民活動に関す
る講演や団体紹介な
ど地域での活動に参
加するきっかけづく
りをする。

どなた
でも

1 66 実行
委員
会

変
更
し
て
実
施

例年労政会館を全館貸
切で40以上のNPO団体
が出展するが、今年度は
ミーティングアプリ
「ZOOM」を活用したオ
ンラインによる開催とし
た

応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

参加者のう
ち、興味を
持った団体
があった人
数　80名

40%

Ｂ

100 取組の
継続

オンラインでの開催では参
加者の満足度は低いが、今
年度新型コロナウイルス感
染症の影響が予想される

200 200 200 協働推進課

65

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

016 地域で
の活動
のきっ
かけづ
くり

生涯学
習コー
ディネー
ター養成
講座

自ら講座を企画・運
営し、市民の生涯学
習活動を支援する
「生涯学習コーディ
ネーター」を養成す
る。

成人 ー ー 共催 全
面
中
止
・
延
期

感染拡大防止を理由に
中止した。

参
加
者
の
満
足
度

講座満足度
80％以上

―

評
価
な
し

講座満足度80％
以上

取組の
継続

実施時期や内容を見直し、
より市民が参加しやすい講
座を実施することで、参加
者の増加と満足度の向上
を図る。

82 0 26 生涯学習政
策課

66

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

シニア元
気塾　ボ
ランティ
ア入門講
座

ボランティア活動の
きっかけをつくり、高
齢者の社会参加促進
を図る。

ー ー ー 委託 全
面
中
止
・
延
期

感染症拡大防止を理由
に中止した。

― ― ―

評
価
な
し

修了者数
30人/年

取組の
継続

新型コロナウイルス感染症
対策を講じ、多くの方にボ
ランティア活動のきっかけ
づくりの機会を提供するこ
とを目指す。

3,899 1,839 2,847 高齢者いき
いき課

67

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

環境学
習リー
ダー養
成講座

市民が自発的に環境
保全活動を行う際の
リーダー役となる「八
王子市環境学習リー
ダー」を養成する。

どなた
でも

ー ー 委託 ― 隔年で開催のため実施せ
ず

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

なし ―

評
価
な
し

20人 改善・見
直しの
実施

環境学習リーダーは環境教
育支援の担い手としても活
動するため、環境教育支援
に特化した講座内容に変更
し、講座に参加しやすいよ
う日曜日の開催とする。開
催する場合には予防対策
をした上で実施する。

なし なし 920 環境政策課
（委託先：特
定非営利活
動法人環境
活動セン
ター八王子）

68

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

学校図
書館ボ
ランティ
ア研修会

学校図書館の環境整
備及び読書活動の推
進に必要な技術及び
知識を習得する。

どなた
でも

ー ー 市単
独

全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から、
ボランティア研修会を中
止

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

108人 ―

評
価
な
し

107人
（全校×1名）

改善・見
直しの
実施

コロナ禍における実施方法
の検討（オンライン等）
内部講師による実施

54 0 0 教育指導課

69

講
座
・
教
室

社
会
問
題
・
市
民

生
活
に
関
す
る
も

の

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

日本語
ボラン
ティア養
成講座

外国人市民の日本語
学習支援のための支
援者を養成する講座
を実施する。

日本語
ボラン
ティア
希望
者・活
動者

2 42 委託 変
更
し
て
実
施

3回実施する予定だった
が、新型コロナウイルス
の影響で1回中止した。

参
加
者
数

45人 42人

Ｂ

45人 取組の
継続

令和2年度に引き続き、新
型コロナウイルス感染症の
影響を踏まえた事業の実
施を検討する必要がある。

469 372 469 多文化共生
推進課

70

講
座
・
教
室

趣
味
的
な
も
の

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

図書館
ボラン
ティア等
の連携・
支援

図書館事業に関わる
関係団体やボラン
ティアと連携し、図書
館サービスを拡充す
るとともに、育成や
スキルアップを支援
する。

どなた
でも

ー ー 市単
独

全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルスの感
染拡大を受け、ボラン
ティアとの連携した取組
が中止となった。

― ― ―

評
価
な
し

検討中 取組の
継続

新型コロナウイルスの感染
防止対策を講じた上での、
実施方法を検討する必要
がある。

119 調整中 119 中央図書館
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【基本施策２　番号５０～１０７、５８事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

71

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

手話講
習会

初級・中級手話講習
会や手話通訳者養成
入門講座等を開催
し、手話通訳ボラン
ティアの養成及び障
害のある人に対する
理解の促進を図る。

成人 ー ー 指定
管理
者

全
面
中
止
・
延
期

新型コロナの感染拡大防
止のため中止

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

参加者目標
30名（中級）
20名（養成
入門）
応募者目標
20名（養成
講座）

―

評
価
な
し

参加者目標
30名（中級）
20名（養成入門）
応募者目標
20名（養成講座）

取組の
継続

応募人数の維持・増加を目
指し、各手話サークルや来
園者に向けて、養成及び障
害のある人に対する理解
の促進を図る。

1,557 0 1,557 障害者福祉
課

72

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

要約筆
記者養
成講習
会

手話を使えない、中
途失聴難聴者の通訳
手段である要約筆記
技術の習得、要約筆
記者の養成の場とし
て、２か年にわたって
実施する。

ー ー ー 指定
管理
者

全
面
中
止
・
延
期

新型コロナの感染拡大防
止のため中止

応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

参加者目標
10名

―

評
価
な
し

参加者目標
10名

取組の
継続

応募人数の維持・増加を目
指し、各手話サークルや来
園者に向けて、養成及び障
害のある人に対する理解
の促進を図る。

1,550 0 1,500 障害者福祉
課

73

講
座
・
教
室

社
会
貢
献
活
動

017 地域で
活躍す
るボラ
ンティ
アの養
成・支
援

災害ボ
ランティ
アリー
ダー養
成講座

災害ボランティアセ
ンターの運営に協力
いただく災害ボラン
ティアリーダー（市民
ボランティア）を養成
するために講座を実
施する。

成人 ー ー 補助 全
面
中
止
・
延
期

感染防止のため中止。社
協職員の内部委員会で
課題改善検討を重点に
次年度に向けて実施計画
を企画する。

応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

新規受講者
10名

―

評
価
な
し

新規受講者20名 取組の
継続

災害ボランティアセンター
の円滑な運営が実施でき
るよう検証を積み重ねる。

81 0 86 福祉政策課
(社会福祉
協議会)

74

講
座
・
教
室

社
会
問
題
・
市
民
生
活

に
関
す
る
も
の

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

はちおう
じ出前
講座

市職員等が地域の団
体等へ出向き、担当
業務に関して専門知
識を活かした講座を
行うことで、市民の
生涯学習活動を支援
し、意識の向上を図
るとともに、市政に
対する理解を深め
る。

どなた
でも

集計
中

集計中 共催 変
更
し
て
実
施

感染拡大防止を理由に、
開始時期を例年の4月か
ら6月に変更した。また、
実施団体・講師派遣団体
の双方に感染症対策につ
いての留意事項を通知す
ることで、年間を通じて
柔軟に講座を提供するこ
とができた。

応
募
者
・
参
加
者
の
人

数 利用者数
300,000
人以上

集計中

Ｂ

利用者数
150,000人以上

取組の
継続

講座の性格上、3密の発生
しやすい事業であるため、
目標値を見直した。オンラ
イン・リモート講座等、新た
な試みを希望している所管
があるため、実績を蓄積し
ていきたい。

ー ー ー 生涯学習政
策課

75

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

エコひろ
ばでの
環境教
育

環境について関心を
持つきっかけづくり
として、環境教育・環
境学習の講座を実施
する。

どなた
でも

66 3051 委託 変
更
し
て
実
施

緊急事態宣言時は中止
し、解除後に密を避ける
ため募集人数を30人前
後から15人程度に縮小
し実施

応
募
者
・
参
加

者
の
人
数

5,000人 3051人

Ｃ

5,000人 取組の
継続

新型コロナウイルス感染症
のまん延状況に応じて、中
止や延期を視野に入れる。
開催する場合には予防対
策をした上で実施する。

7,832 算定中 7,832 環境政策課
（委託先：特
定非営利活
動法人環境
活動セン
ター八王子）

76

講
座
・
教
室

社
会
問
題
・
市
民

生
活
に
関
す
る
も

の

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

クールセ
ンター八
王子で
の省エネ
講座

地球温暖化対策に興
味を持ち、実践につ
なげられるように、
講座を実施する。

どなた
でも

18 289 委託 変
更
し
て
実
施

緊急事態宣言などの期
間中は中止にしたほか、
その後も会場の人数制限
により、縮小して開催し
た

普
及
・
啓
発

― 目標値未
設定のた
め算出不
可 Ｂ

― 改善・見
直しの
実施

これまでどおり、会場に合
わせた講座を実施するほ
か、新たに動画配信での講
座の実施を検討する。

270 算定中 270 環境政策課
（委託先：特
定非営利活
動法人環境
活動セン
ター八王子）
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【基本施策２　番号５０～１０７、５８事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

77

講
座
・
教
室

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

健康づく
りサポー
ターの養
成

地域介護予防活動支
援事業として、広く
健康に関する知識の
普及、運動(八王子け
んこう体操等)、体力
測定の介護予防の活
動を推進するため、
健康づくりサポー
ターの養成を行う。

健康づ
くりサ
ポー
ター養
成講座
はどな
たで
も。フォ
ロー講
座はサ
ポー
ター登
録者が
対象。

養成
講座1
回、
フォ
ロー
講座8
回

養成講座
24

フォロー
講座
140

市単
独

変
更
し
て
実
施

感染状況を踏まえ開催時
期を変更し、人数を減ら
して実施した。

応
募
者
・
参
加
者
の
人
数

健康づくりサ
ポーター
登録者数
150人

健康づくり
サポーター
145人

Ｂ

健康づくりサポー
ターの活動状況
「活動あり」65％
以上

改善・見
直しの
実施

健康づくりサポーターの活
動支援として、フォロー講
座や交流会を実施する。

健康政
策課
416
大横
30

東浅川
53

南大沢
65

健康政
策課
223
大横
14

東浅川
14

南大沢
22

健康政
策課
444
大横
30

東浅川
58

南大沢
49

健康政策課

78

講
座
・
教
室

仕
事
に
必
要
な
知
識
技
能

、

資
格
の
取
得

018 地域の
課題解
決につ
ながる
学びの
提供

介護人
材養成
研修

市内介護サービス事
業所等への就労希望
者を対象に、介護職
に必要な知識・技術
を学ぶ「介護に関す
る入門的研修」及び
「生活支援ヘルパー
研修」を実施する。合
わせて就職相談会を
実施し、介護人材の
確保を図る。

ー ー ー 委託 全
面
中
止
・
延
期

感染症拡大防止を理由
に中止した。

― ― ―

評
価
な
し

①修了者数200
人/年
②マッチング数
30人/年

取組の
継続

介護人材と介護事業所と
のマッチング率が低いた
め、個別相談の対応や履歴
書の書き方等の指導を実
施し、就労の醸成とマッチ
ング支援を強化する。

6,930 0 7,598 高齢者いき
いき課

79

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

生涯学
習フェス
ティバル

日々の学習成果を作
品展示やステージを
通じて発表する機会
を設け、市民の自発
的な学習活動を行う
きっかけづくりと、学
びを通じた市民交流
の場を提供する。

どなた
でも

ー ー 共催 全
面
中
止
・
延
期

感染拡大防止を理由に
中止した。

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

延べ来場者
数4,500人
以上

―

評
価
な
し

延べ来場者数2,
０00人以上

改善・見
直しの
実施

例年生涯学習センター全館
を挙げて実施する事業だ
が、感染症対策のため、オ
ンライン実施等新たな開催
方法を検討し、生涯学習を
行うきっかけづくりを市民
に提供する。

50 0 6 生涯学習政
策課

80

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

八王子
市立小
中学校
合同作
品展「お
おるり
展」

児童・生徒の作品の
発表を通して、豊か
な心情を培い、創造
的な能力の向上を図
る。

どなた
でも

1 ホーム
ページ閲
覧数
11,582
件

共催 変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から、
会場開催を中止しホーム
ページにより開催

参
加
者
の
満
足

度 0.99 ―

評
価
な
し

0.99 改善・見
直しの
実施

コロナ禍における会場開催
の実施方法の検討（ホーム
ページによる開催も含む）

2,794 367 2,694 学務課

81

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関

す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

市民セン
ターまつ
り

地域コミュニティ拠
点の市民センター
で、住民協議会によ
る市民センターまつ
りを開催し、コミュニ
ティ活動の育成・活
性化を目指す。

集計中 集計
中

集計中 集計
中

集
計
中

集計中 応
募
者
・
参
加
者
の
人
数

18センター
のセンターま
つり等の参
加者、来場者
の合計が
90,000人
※コロナウイ
ルス感染防
止対策によ
り中止のセン
ターあり。

集計中

集
計
中

集計中 集計中 集計中 14,794 集計中 集計中
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【基本施策２　番号５０～１０７、５８事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

82

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

南大沢
総合セン
ターまつ
り・川口
やまゆり
館まつり

生涯学習センターを
利用している団体と
協働して日頃の学習
の成果を発表する機
会を設け、市民の交
流の場を提供すると
ともに、地域の活性
化につなげる。

どなた
でも

ー ー 市単
独

全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止のため
中止した。

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

前年度と同
程度。

―

評
価
な
し

20団体程度の参
加

改善・見
直しの
実施

来場者の密集・密接を防ぐ
対策を検討し、より多くの
団体に日頃の学習成果を
発表する機会を提供してい
く。

0 0 0 学習支援課

83

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・

市
民
生
活
に

関
す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

八王子
まつり

地域文化の創造と継
承、市民相互の連帯
と融和、観光都市八
王子のイメージの高
揚を図る。

集計中 集計
中

集計中 集計
中

集
計
中

集計中 応
募
者
・
参

加
者
の
人
数

800,000
人

集計中

集
計
中

集計中 集計中 集計中 #### 集計中 集計中

84

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民

生
活
に
関
す
る
も

の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

八王子
いちょう
祭り

有志市民によるまつ
りで、地域の発展と
自然と心のふれあう
地域文化の社会的な
広がりを目指す。

集計中 集計
中

集計中 集計
中

集
計
中

集計中 応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

497,000
人

集計中

集
計
中

集計中 集計中 集計中 6,301 集計中 集計中

85

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生

活
に
関
す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

フラワー
フェス
ティバル
由木

由木地域の活性化と
コミュニティづくりを
図る。

ー ー ー ― 全
面
中
止
・
延
期

集計中 応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

97,400人
※令和2年
度は、新型コ
ロナウイルス
感染拡大の
状況を鑑み、
中止となっ
た。

―

集
計
中

― 集計中 集計中 750 集計中 集計中

86

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

八王子
城跡ま
つり

親子で楽しめるイベ
ントを地元や市民団
体等とともに協働し
て開催し、八王子市
の歴史に興味を持
ち、郷土愛の醸成を
図る。

どなた
でも

ー ー 委託 全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止のた
め中止

応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

― ―

評
価
な
し

来場者1,000人 取組の
継続

新型コロナウイルス感染症
の感染状況等を踏まえたう
えで、実施時期や方法を検
討する。

2,054 0 500 文化財課

87

イ
ベ
ン
ト
等

家
庭
生
活

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

消費生
活フェス
ティバル

消費者団体相互の交
流を図るとともに、
消費者団体等と連携
して、消費生活に関
する情報を体験や遊
びを通して消費者に
提供する。

どなた
でも

3/1
～
3/31

期間内閲
覧数
2,421
件

市単
独

変
更
し
て
実
施

2月上旬のリアル開催
は、実施せず,ＷＥＢ八王
子市消費生活フェスティ
バルを3月に実施した。

協
働
事
業
の
推
進

アンケートの
回答者の
90％以上が
高評価

WEBによ
るアンケー
ト35人

Ｂ

アンケートの回答
者の90％以上が
高評価

取組の
継続

【課題】参加団体の増
【方向】消費者団体相互間
の交流を図り、広報等の周
知を工夫するとともに、消
費生活センターの認知度を
高める。ＷＥＢ八王子市消
費生活フェスティバルを実
施する。リアル開催は規模
縮小して実施できるか検討
する。

107 0 0 消費生活セ
ンター

88

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

健康フェ
スタ・食
育フェス
タ

例年、5月第3日曜日
を「市民健康の日」と
定め、健康づくりや
食育について、子ど
もから大人まで、楽
しみながら、体験で
きる学びと市民交流
の場を提供する。

どなた
でも

ー ー 実行
委員
会

全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止のため
全面中止とした。

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

来場者数　延
べ12,000
名

→コロナウイ
ルス感染症
の感染拡大
防止のため
中止

―

評
価
な
し

来場者アンケート
で「健康づくりの
きっかけとなっ
た」と回答する人
の割合　90％以
上

取組の
継続

新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止策を取り
ながら、子どもから大人ま
で楽しみながら体験できる
学びと市民交流の場を提
供する。

中止の
ためな

し

中止の
ためな

し

125 健康政策課
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【基本施策２　番号５０～１０７、５８事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

89

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関

す
る
も
の

019 学習成
果の発
表と学
びの広
がり

八王子
環境フェ
スティバ
ル

環境の保全について
の関心と理解を深
め、環境保全活動へ
の参加意欲を高める
ことを目的とし、
日々の学習成果を発
表する機会を設け、
市民の自発的な学習
活動のきっかけづく
りと、学びを通じた
交流の場を提供す
る。

どなた
でも

ー ー 実行
委員
会

全
面
中
止
・
延
期

全面中止 応
募
者
・
参
加
者
の
人
数

なし ―

評
価
な
し

なし 取組の
継続

従来の駅周辺開催ではな
く、新型コロナウイルス感
染症拡大予防対策がとれ
るよう、会場の変更や内容
の変更を検討し実施する。

700 25 700 環境政策課
（八王子環
境フェスティ
バル実行委
員会）

90

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

こども将
棋大会

日本の伝統文化であ
る「将棋」に親しみ、
大会を通じてコミュ
ニケーションや礼儀
作法の修得など、子
どもたちの健全育成
を図る。

子ども ー ー 共催 全
面
中
止
・
延

期 新型コロナウイルス感染
症の感染拡大の影響によ
り、大会を中止とした。

応
募
者
・
参
加

者
の
人
数

128名 ―

評
価
な
し

別の開催方法で
実施する。

改善・見
直しの
実施

新型コロナウイルス感染症
の感染拡大の影響により、
例年どおりの大会開催は
中止とするが、別の手段・
規模による安全な大会開
催を検討する。

510 0 0 生涯学習政
策課

91

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

市民ス
ポーツ大
会

スポーツにおける市
民の日頃の練習の成
果を発揮できる場を
提供し、競技の普及、
競技力の向上を図
る。

どなた
でも

ー ー 委託 全
面
中
止
・
延

期 ― 応
募
者
・
参
加

者
の
人
数

17,000人 ―

評
価
な
し

17,000人 取組の
継続

感染状況により、総合開会
式は中止を決定。
各競技については、昨年度
は一律に中止としたが、今
年度は競技特性等を考慮
して個別に判断し、感染症
対策を講じて開催する。

2,700 609 3,371 スポーツ振
興課

92

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

市民レク
リエー
ション大
会

レクリエーション活動
における市民の日頃
の練習の成果を発揮
する場を提供し、市
民の生涯学習活動を
支援する。

どなた
でも

ー ー 委託 全
面
中
止
・
延

期 ― 応
募
者
・
参
加

者
の
人
数

1,000人 ―

評
価
な
し

1000 取組の
継続

感染症対策を講じて開催す
る。

732 21 743 スポーツ振
興課

93

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

市民ス
ポーツレ
クリエー
ション大
会

スポーツ・レクリエー
ション活動における
市民の日頃の練習の
成果を発揮する場を
提供し、市民の生涯
学習活動を支援す
る。

どなた
でも

ー ー 委託 全
面
中
止
・
延

期 ― 応
募
者
・
参
加

者
の
人
数

3000 ―

評
価
な
し

3,000人 取組の
継続

感染状況により、総合開会
式は中止を決定。
各競技については、昨年度
は一律に中止としたが、今
年度は競技特性等を考慮
して個別に判断し、感染症
対策を講じて開催する。

305 73 503 スポーツ振
興課

94

イ
ベ
ン
ト
等

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

020 日頃の
成果の
発揮と
学ぶ意
欲の醸
成

全関東
八王子
夢街道
駅伝競
走大会

公道がコースとなる
駅伝では日本最大級
の大会として、八王
子市の魅力を市内外
へ発信し、スポーツ
の振興と地域の活性
化を図る。

どなた
でも

ー ー 実行
委員
会

全
面
中
止
・
延
期

― 応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

2,000人 ―

評
価
な
し

2,000人 取組の
継続

公道がコースであり、参加
者の他、ボランティア等多
くの関係者が関わる大会で
ある。
例年どおりの開催は困難で
あると見込まれるため、開
催方法を見直して、感染症
対策を講じて開催する。

#### 190 #### スポーツ振
興課

95

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

大学生
等が参
画する
生涯学
習セン
ター講座
の実施

大学生等の知識や大
学等の有する設備を
活用した講座を地域
の大学等と協働で実
施し、市民の学習機
会の一層の充実を図
る。

子ども ー ー 共催 全
面
中
止
・
延
期

東京工科大学との共催
講座を開催予定だった
が、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため
中止した。

参
加
者
の
満
足
度

満足度85％
以上

―

評
価
な
し

満足度85％以上 取組の
継続

引き続き大学生等が参画
する講座を実施し、市民の
学習機会の一層の充実を
図っていく。

ー ー ー 学習支援課

16/23



【基本施策２　番号５０～１０７、５８事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

96

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

八王子
地域合
同学園
祭

八王子市学園都市推
進会議主催で学生
フェスティバル委員
会により開催し、学
生同士や市民の人た
ちとの交流を図る。

どなた
でも

ー ー 補助 全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルス感染
症の影響を考慮して中止

普
及
・
啓
発

― ―

評
価
な
し

参加者・来場者へ
の周知をしっかり
行い、安全に配慮
して開催する。

取組の
継続

新型コロナウイルス感染に
対する対策を充実させ、事
業の実施を目指す。

2,094 308 2,004 学園都市文
化課（大学コ
ンソーシアム
八王子（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団））

97

イ
ベ
ン
ト
等

社
会
貢
献
活
動

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

★学生
天国★

大学コンソーシアム
八王子加盟26大学
等の学生で構成する
学生委員会により開
催し、学生同士や市
民の人たちとの交流
を図る。

どなた
でも

ー ー 補助 全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルス感染
症の影響を考慮して中止

普
及
・
啓
発

― ―

評
価
な
し

参加者・来場者へ
の周知をしっかり
行い、安全に配慮
して開催する。

取組の
継続

新型コロナウイルス感染に
対する対策を充実させ、事
業の実施を目指す。

2,588 263 2,588 学園都市文
化課（大学コ
ンソーシアム
八王子（八
王子学生委
員会））

98
そ
の
他

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関
す
る

も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

学生企
画事業
への支
援

大学コンソーシアム
八王子加盟25大学
等の学生が、八王子
地域を舞台にイベン
ト等を企画・運営・実
施する際に、支援す
る。

大学コ
ンソー
シアム
八王子
に加盟
する大
学等に
在籍す
る5名
以上の
学生で
校正す
る団体

1 申込団体
11団体

補助 通
常
通
り
実
施

新型コロナウイルス感染
症の影響により、審査及
び報告会等はすべてオン
ラインで実施。

協
働
事
業
の
推
進

事業採択数
のうち6割を
学生と地域
社会の協働
事業とする。

8/11件

Ｂ

事業採択数のう
ち6割を学生と地
域社会の協働事
業とする。

取組の
継続

0 2,692 1,146 1,632 学園都市文
化課（大学コ
ンソーシアム
八王子（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団））
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【基本施策２　番号５０～１０７、５８事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

99

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

学生発
表会

大学コンソーシアム
八王子加盟25大学
等の学生が日頃の研
究成果を市民・企業・
市政などに向けて発
表する。

大学コ
ンソー
シアム
八王子
に加盟
する大
学等の
学生

1 参加者数

発表件数
１６７件

補助 変
更
し
て
実
施

従来の発表方法（対面方
式のみ）に加え、オンライ
ンによる口頭発表を新規
に実施することにより、
新型コロナウイルス感染
症の影響下においても参
加校及び参加者数を維
持することができた。

事
業
の
拡
大

参加大学等
数を全加盟
大学等の過
半数以上と
する。

12/25校

Ｂ

周知活動を充実
させ、参加大学等
数を全加盟大学
等の過半数以上
とする。

取組の
継続

新型コロナウイルスの感染
対策と発表件数増加に対
応するために、クリエイト
ホールを会場として確保す
る。

1,481 1,272 1,686 学園都市文
化課（大学コ
ンソーシアム
八王子（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団））

100

イ
ベ
ン
ト
等

教
養
的
な
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

八王子
学生ＣＭ
コンテス
ト

学園都市八王子の特
色を活かし、学生な
らではの視点で八王
子市の魅力を動画
CMにした作品を募
集し、コンテストを開
催する。

学生
（個人
または
団体）

ー ー 補助 全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルス感染
症に伴う学生の学外活動
制限等により、作品制作
が困難なことから中止。

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

参加大学等
数を全加盟
大学等の
1/5以上と
し、申込作品
数を30作品
以上とする。

―

評
価
な
し

参加大学等数を
全加盟大学等の
1/5以上とする。

取組の
継続

新型コロナウイルス感染に
対する対策を充実させ、早
期に募集要項公開を行う。

2,167 1 1,571 学園都市文
化課（大学コ
ンソーシアム
八王子（(公
財)学園都
市文化ふれ
あい財団））

101

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

成人式
(令和4
年度
(2022
年度)か
らは「二
十歳を
祝う
会」）

成人式の開催に当
たって、大学生等を
中心とした実行委員
会を立ち上げて企画
運営に参画するとと
もに、高校生がボラ
ンティアとして運営
に参画することによ
り、式典を協力して
つくりあげる社会経
験の場とする。

成人 1 オンライ
ン動画再
生4700
回（1/10
～1/12）

共催 変
更
し
て
実
施

例年市民会館で開催の
式典について、感染症拡
大防止を理由に集合開
催を中止し、オンライン開
催（市内高校生による合
唱を含む式典動画・応援
メッセージ掲載）とした。

参
加
者
の
満
足
度

実行委員会
とともに、人
生の節目と
なる二十歳
を機に成人
としての自
覚を促し、成
人を祝い励
ます式典を
作りあげる。

実行委員
会ととも
に、八王子
市初とな
るオンライ
ン成人式
を実施す
ることがで
きた。

Ｂ

感染症対策を行
い、多世代・地域
と協働して成人式
を開催し、新成人
に社会人としての
自覚を促す。

取組の
継続

感染症対策を並行しなが
ら、高校生ボランティアや
商店街等、多世代・地域と
協働で作り上げる成人式を
開催する。

2,127 2,406 3,111 生涯学習政
策課

102

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

八王子
市内高
等学校
吹奏楽
フェス
ティバル

市内高等学校吹奏楽
フェスティバルを高
校生による運営とす
ることで、青少年の
音楽活動の成果発表
の場を確保するとと
もに、イベント開催に
参画する機会を提供
する。

高校生 1 市内高校
13校参
加

共催 変
更
し
て
実
施

例年市民会館で開催し、
多くの観客が来場するイ
ベントだが、感染症対策
として来場者を関係者に
限定することで、高校生
の成果発表の場を提供し
た。

応
募
者
・
参
加
者
の

人
数

2,500名 関係者の
み

Ｂ

500名 取組の
継続

共催団体と連携をとり、感
染症対策を並行しながら、
青少年の音楽活動の成果
発表の場を提供していく。

320 310 0 生涯学習政
策課

103

イ
ベ
ン
ト
等

育
児
・
教
育

021 高校
生・大
学生等
と地域
がつな
がる、
地域で
いかす

児童館・
こどもシ
ティ

子どもたちが、社会
性や協調性を育む機
会に、学生と地域が
参加し、交流活動を
行う。

子ども ー ー 実行
委員
会

全
面
中
止
・
延
期

各地区で実施する準備を
していたが、関係機関と
の調整の結果や緊急事
態宣言の発出などによ
り、実施できなかった。

協
働
事
業
の
推
進

みなみ野地
区での開催
及びみなみ
野地域での
関係機関・団
体・住民との
連携強化

―

評
価
な
し

1回開催 取組の
継続

感染症対策として密の回
避、人流の抑制が求められ
ている中で、児童館でどの
ような行事がどれだけでき
るか見通しが立たない。そ
のような中にあっては、小
規模に1回でも実施できれ
ばよいと考える。

783 0 432 青少年若者
課

104 ◎

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

022 若者の
社会的
自立に
向け
た、学
びによ
る支援

支援を
必要とす
る若者
の学び
直しの場
の提供

ひきこもりや働くこ
とへの不安などを抱
える若者に対する、
学びの継続や学び直
しに向けた活動の場
として、主に対人関
係に慣れるためのプ
ログラム活動を提供
する。

15歳～
39歳
の若者

19件 77 委託 変
更
し
て
実
施

ベルマークの仕分けボラ
ンティア、室内ストレッ
チ、遊びを通した対人訓
練メニュー等

応
募
者
・
参
加
者
の
人

数 若者総合相
談窓口の、教
育機関をは
じめとした支
援機関への
周知を進め、
利用につな
げていく

教育機関
をはじめと
した支援機
関への周
知を図った
結果、10
代から20
代の利用
が多かっ
た。

Ｂ

プログラム活動９
０回実施

取組の
継続

講座の種類が限られてい
るため、より多様な講座の
提供が可能となるよう、委
託事業者と調整を図る。

### ### ### 青少年若者
課
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【基本施策２　番号５０～１０７、５８事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

105 ◎
そ
の
他

社
会
貢
献
活
動

022 若者の
社会的
自立に
向け
た、学
びによ
る支援

若者が
参加で
きるボラ
ンティア
活動の
充実

地域貢献につながる
活動メニューを企画・
立案し、若者が参加
できるボランティア
活動を提供する。ま
た、地域のボラン
ティア活動の情報を
広く提供する。

15歳～
39歳
の若者

1 3 委託 変
更
し
て
実
施

高尾山薬王院清掃ボラン
ティアを1回実施した。

普
及
・
啓
発

地域活動メ
ニューの企
画・立案を進
める

感染の影
響で、複数
回の実施
ができな
かった。 Ｃ

地域での活動5回 取組の
継続

感染予防措置を講じるこ
と、地域の受け入れ先との
調整、当日の移動手段の確
保など、手続きが煩雑とな
るが、可能な範囲で実施し
ていく。

0 0 0 青少年若者
課

106

イ
ベ
ン
ト
等

趣
味
的
な
も
の

022 若者の
社会的
自立に
向け
た、学
びによ
る支援

クリエイ
トライブ
ステージ

日ごろの音楽活動の
成果発表の場とし
て、40歳以下の団
体・個人を対象にス
テージを提供すると
ともに、出演者・来場
者間の交流を図る。

どなた
でも

ー ー 市単
独

全
面
中
止
・
延
期

新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止のため
中止した。

応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

18団体以上
の参加、
800人以上
のイベント参
加

―

評
価
な
し

10団体程度の参
加

改善・見
直しの
実施

来場者の密集・密接を防ぐ
対策を検討し、より多くの
団体・個人に音楽活動の成
果発表の場を提供してい
く。

0 0 0 学習支援課

107

講
座
・
教
室

教
養
的
な
も
の

022 若者の
社会的
自立に
向け
た、学
びによ
る支援

若者の
視野が
広がる
教育・普
及啓発

若者にとって生きる
ヒントが得られるよ
うな学びの機会を充
実する。

どなた
でも

4 62 市単
独

変
更
し
て
実
施

「国民が出来る限り幸せ
に生きるための斬新なア
イデア」他3講座を実施
し、生きるヒントが得られ
るような学びの機会を提
供した。4講座延べ62名
参加。

事
業
の
拡
大

１０講座 4講座（コ
ロナウイル
スの影響
で中止講
座あり）

Ｃ

10講座 取組の
継続

より多くの若者が参加し、
生きるヒントが得らえるよ
うな内容の講座を実施して
いく。

ー ー ー 学習支援課
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【基本施策３　番号１０８～１２９、２２事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

108

講
座
・
教
室

趣
味
的
な
も
の

023 学びへ
の新た
な参加
を促す
取組

生涯学
習　しえ
んねっと
講座

学習支援委員が合同
講座「しえんねっと講
座」を開催すること
により、市民に生涯
学習活動のきっかけ
づくりの場を提供し、
新たな参加を促す。

どなた
でも

6講座 ３１人 共催 変
更
し
て
実
施

例年の生涯学習センター
の会議室での講座形式
を見直し、ZOOMを利用
してオンライン講座を実
施した。市内外からの参
加があり、多くの市民に
きっかけづくりの場を提
供できた。

参
加
者
の
満
足
度

合同講座の
参加者満足
度80％以上

オンライン
開催のた
め紙面アン
ケートによ
る満足度
調査を実
施しなかっ
た。

Ｂ

合同講座の参加
者満足度80％以
上

取組の
継続

共催団体と連携をとり、感
染症対策を並行しながら、
生涯学習活動のきっかけ
づくりの場を提供してい
く。

ー ー ー 生涯学習政
策課

109

情
報
提
供
・
環

境
整
備

教
養
的
な
も
の

024 生涯学
習の相
談体制
の充実

生涯学
習相談

生涯学習情報を提供
するほか、サークル
結成・運営などの学
習要望に対して助言
する。

どなた
でも

随時 － 市単
独

通
常
通
り
実
施

窓口及び電話にて生涯学
習情報を提供した。

そ
の
他

相談体制の
構築

開館日の
窓口にお
いて随時
実施

Ｂ

相談体制の構築 取組の
継続

開館日において引き続き
生涯学習相談を実施してい
く。

0 0 0 学習支援課

110

情
報
提
供
・
環
境
整
備

教
養
的
な
も
の

024 生涯学
習の相
談体制
の充実

学習支
援委員
による相
談

青少年活動の応援、
国際交流や伝統文化
の普及、家庭教育、
サークル・団体活動
のサポート等、学習
支援委員がそれぞれ
の得意分野を活かし
て、生涯学習活動に
関する相談を受け、
助言や情報提供を行
う。

どなた
でも

随時 ー 市単
独

変
更
し
て
実
施

感染症の感染拡大防止
対策のため各種イベント
が中止となり、学習支援
委員の活動を周知する場
が減少したため、例年よ
り相談の場の提供が少な
くなった。

事
業
の
拡
大

学習相談の
機会を増や
す

学習相談
機会の提
供が例年
より減少し
た。

Ｃ

学習相談の機会
を増やす

取組の
継続

学習支援委員と連携をと
り、生涯学習の情報提供の
仕組み作りを進める。

ー ー ー 生涯学習政
策課

111

情
報
提
供
・
環

境
整
備

教
養
的
な
も
の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

SNSに
よる生
涯学習
講座・イ
ベント情
報の発
信

講座・イベント・フリー
スペースの情報につ
いて、Facebookと
Twitterを通じて発
信する。

どなた
でも

随時 － 市単
独

通
常
通
り
実
施

講座やフリースペースの
開催状況に加えて、開館
状況についても随時情報
発信した。

そ
の
他

発信体制の
構築

facebook
121回/年

twitter
802回/年

Ｂ

発信体制の構築 取組の
継続

講座やフリースペースの開
催状況及び開館状況につ
いて随時情報を発信する。

0 0 0 学習支援課

112

情
報
提
供
・
環
境
整

備

育
児
・
教
育

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

イベント
カレン
ダーによ
る情報
発信

夏休み期間中に実施
する小学生向けの事
業を集約した小冊子
「夏休みイベントカレ
ンダー」など、学習情
報を一元化して市民
に分かりやすく情報
提供する。

子ども 1 発行部
数：
4,804
部

市単
独

変
更
し
て
実
施

感染症の感染拡大防止
対策のため、中止のイベ
ントも多くあったが、市や
関係する外部団体の催し
や施設情報も掲載するこ
とで紙面を充実させ、市
内児童に分かりやすい情
報の提供ができた。

普
及
・
啓
発

分かりやす
い情報の提
供

紙面にピク
トグラムを
使用し、分
かりやすい
情報を提
供できた。

Ｂ

分かりやすい情報
の提供

取組の
継続

感染症の感染拡大防止対
策のため、中止のイベント
も多くあったが、市や関係
する外部団体の催しや施設
情報も掲載し、市内児童に
分かりやすい情報の提供が
できた。

ー ー ー 生涯学習政
策課

113

情
報
提
供
・
環
境
整
備

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関
す
る

も
の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

広報「は
ちおうじ
の教育」
の発行

市の教育行政情報や
学校、教育施設の情
報を提供し、市民に
教育施策を周知す
る。

どなた
でも

4 1,134,
415部

（年間発
行部数合
計）

委託 通
常
通
り
実
施

例年通り実施 学
校
教
育
か
ら
生
涯
学
習
ま
で

、

教
育
情
報
を
幅
広
く
掲
載
し
充
実

化
を
図
る

。

具体的な目
標値はなし

具体的な
目標値が
ないため、
目標値に
対する実
績値を示
せない。 Ｂ

今年度は発行の
予定なし

廃止・休
止

今年度は同広報の予算化
を行っていないため、これ
に代替する事業で当該事
業実施と同様の効果を持
たせることが課題となって
いる。

4,228 3,101 0 教育総務課

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

20/23



【基本施策３　番号１０８～１２９、２２事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

114

情
報
提
供
・
環
境

整
備

社
会
貢
献
活
動

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

はちコミ
ねっと

市民活動に関する情
報発信を行う。

どなた
でも

通年 696 指定
管理
者

― SNSでの告知で、はちコ
ミねっとの普及につとめ
た

応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

登録団体数
450団体

1.5

集
計
中

700 取組の
継続

新型コロナウイルス感染症
対応のため、普及や説明に
Zoom等の遠隔ツールを
活用する。

1,496 1,496 1,496 協働推進課
（市民活動
支援セン
ター）

115

情
報
提
供
・

環
境
整
備

教
養
的
な
も

の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

市民セン
ターだよ
りの発行

地域住民協議会が発
行する情報誌を活用
し、身近な地域情報
を発信する。

集計中 集計
中

集計中 集計
中

集
計
中

集計中 紙
面
の
充
実

紙面の充実 集計中

集
計
中

― 集計中 集計中 1,278 集計中 集計中

116

情
報
提
供
・
環
境
整
備

家
庭
生
活

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

消費生
活情報
の提供

消費生活ニュース、く
らしのレポート、広報
消費生活特集号等を
発行し、消費生活に
関わる情報提供を行
う。

どなた
でも

消費
生活
ニュー
ス10
回

くらし
のレ
ポート
3回
広報
特集
号1回

消費生活
ニュース
4,000
部
くらしの
レポート
800部
広報特集
号
282,0
92部

市単
独

変
更
し
て
実
施

消費生活ニュース、くらし
のレポート、広報特集号
を作成し配布した。

普
及
・
啓
発

タイムリーな
情報を関係
団体と共同
で情報提供
する。

消費生活
ニュース約
4,000部
くらしのレ
ポート約
800部
広報特集
号約28万
部

Ｂ

タイムリーな情報
を関係団体と共
同で情報提供す
る。

取組の
継続

【課題】消費生活について
情報提供をすることで、市
民が安心・安全な消費生活
を行えるようになる。
【方向】注意喚起情報の発
信と消費者の自立を目指し
た情報提供を行う。配布場
所を民間機関にも広域的
に配布する。

0 0 0 消費生活セ
ンター

117

情
報
提
供
・
環
境
整
備

社
会
問
題
・
市
民
生
活

に
関
す
る
も
の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

外国人
向け情
報誌
「Ginkg
o」の発
行

外国人のニーズに合
わせた行政情報の提
供の充実を目指し、
年6回、多言語で、外
国人向け情報誌を発
行する。

外国人 6 延
12,792
部

市単
独

通
常
通
り
実
施

例年の記事に加え、新型
コロナウイルス感染症の
感染防止にかんする啓発
記事などを掲載した。

掲
載
内
容
の
充
実

掲載内容の
充実を図る
ため、各所管
からの記事
掲載希望の
収集に努め
る。

―

Ｂ

掲載記事の充実 改善・見
直しの
実施

発行言語の精査など。 363 149 327 多文化共生
推進課

118

情
報
提
供
・
環
境
整
備

社
会
問
題
・
市
民
生
活
に
関

す
る
も
の

025 生涯学
習機会
の情報
の発信

男女共
同参画
情報紙
「ぱれっ
と」の発
行

男女共同参画に関す
る認識や理解を深め
るための情報を提供
する。

どなた
でも

1 282,4
95部発
行

市単
独

通
常
通
り
実
施

子育て世代にも関心を
持ってもらえる紙面とす
るため、男性の家庭参画
に取り組む著名人のイン
タビュー記事を掲載し
た。

普
及
・
啓
発

アンケート等
で意見収集
し、子育て世
代にも関心
を持ってもら
える紙面づく
りを行い、市
民に対して
男女共同参
画について
啓発する。

紙面の構
成を見直
し、子育て
世代にも
手に取って
もらえる内
容とするこ
とで、広く
男女共同
参画につ
いて啓発し
た。

Ｂ

アンケート等で意
見収集し、子育て
世代にも関心を
持ってもらえる紙
面づくりを行い、
市民に対して男女
共同参画につい
て啓発する。

取組の
継続

男女共同参画情報紙「ぱ
れっと」の発行を通して、市
民に対して男女共同参画に
ついて啓発する。

1,372 1,011 1,073 男女共同参
画課

119

情
報
提
供
・
環
境
整

備

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

生涯学
習セン
ター

地域住民にとって身
近な学習拠点である
ほか、交流の場、コ
ミュニティ形成の場
として、学習ニーズ
や地域の実情に応じ
た学習機会を提供す
る。

どなた
でも

ー 97,297 市単
独

変
更
し
て
実
施

年度当初は緊急事態宣
言等により休館していた
が、宣言解除後は部屋の
消毒や手洗いの励行等
感染対策を講じた上で、
講座やフリースペース等
の事業を再開した。

利
用
者
数

利用者数（講
座の参加者
数を含む）

3館合計
97,297
人

Ｂ

利用者数 取組の
継続

適切な感染対策を講じた
上で、市民に学習機会を提
供していく。

ー ー ー 学習支援課

21/23



【基本施策３　番号１０８～１２９、２２事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

120

情
報
提
供
・
環
境
整

備

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

学習室
の貸し出
し

団体・個人に学習室
等を貸し出し、市民
の自発的な生涯学習
活動を支援する。

どなた
でも

8,888 － 市単
独

変
更
し
て
実
施

年度当初は緊急事態宣
言等により休館していた
が、宣言解除後は部屋の
消毒や手洗いの励行等
感染対策を講じた上で、
学習室等の貸出を再開し
た。

利
用
件
数

利用件数 3館合計
8,888件

Ｂ

利用件数 取組の
継続

適切な感染対策を講じた
上で学習室等を貸し出し、
市民の生涯学習活動を支
援していく。

ー ー ー 学習支援課

121

情
報
提
供
・
環
境

整
備

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

フリース
ペース

空き学習室を自習ス
ペースとして開放し、
学生の自主的な学習
を支援するととも
に、若い世代の施設
利用を促進する。

学生 744 19,364 市単
独

変
更
し
て
実
施

休館等で実施できない時
期があったものの、3館
合計で744日実施し、延
べ19,364名の利用が
あった。

応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

土・日・祝、平
日夜間、学校
長期休業期
間に実施

3館合計で
744日実
施

Ｂ

土・日・祝、平日夜
間、学校長期休業
期間に実施

取組の
継続

適切な感染対策を講じた
上でフリースペースを実施
し、学生の自主的な学習を
支援していく。

0 0 0 学習支援課

122
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

図書館 「地域の情報拠点」と
して、子どもから高
齢者まで多様な利用
者の学習活動を支
え、新たなニーズに
対応する。

どなた
でも

【開館
日数】
291
日

【自習室
（中央館）
の利用者
数】
4,846

市単
独

変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルスの感
染拡大を受け、臨時休館
した期間もあるため、利
用者数が減少した。
（参考）令和元年度
21,254人

自
習
室
の
利
用
者

数 ― 4,846人

評
価
な
し

検討中 取組の
継続

市全体の図書館の図書館
施設整備方針の中で、学習
スペースの確保などについ
て、検討する必要がある。

ー ー ー 中央図書館

123
そ
の
他

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

地区図
書室の
図書館
化

身近な読書環境の整
備のため、地区図書
室を図書館として整
備する。

どなた
でも

ー ー 市単
独

全
面
中
止
・
延
期

市全体における図書館の
施設整備方針の中で整
理していく。

― ― ―

評
価
な
し

― 取組の
継続

市全体における図書館の
施設整備方針の中で整理
する必要がある。

ー ー ー 中央図書館

124

情
報
提
供
・
環
境
整

備

教
養
的
な
も
の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

八王子
駅南口
集いの
拠点整
備

八王子医療刑務所跡
地に整備する公園、
歴史・郷土ミュージア
ム（新郷土資料館）と
ともに、学習・交流機
能を持つ交流スペー
スや図書館機能を持
つ憩いライブラリを
整備する。

ー 施設
整備
中で
あり、
記載
でき
る内
容が
ない

施設整備
中であ
り、記載
できる内
容がない
ため、未
回答

― ― 施設整備中であり、記載
できる内容がないため、
未回答

未
回
答

施設整備中
であり、記載
できる内容
がないため、
未回答

施設整備
中であり、
記載でき
る内容が
ないため、
未回答

集
計
中

施設整備中であ
り、記載できる内
容がないため、未
回答

集計中 施設整備中であり、記載で
きる内容がないため、未回
答

ー ー ー 集いの拠点
整備課

125 ◎
そ
の
他

社
会
問
題
・
市
民

生
活
に
関
す
る
も

の

026 生涯学
習環境
の充実
と活動
の場の
提供

若者の
活動拠
点づくり

既存施設にあり方の
見直しにより高校生
や大学生などをはじ
めとする若者の活動
の場としての機能を
持たせるなど、生き
生きと活躍できる若
者の拠点づくりを進

15歳～
39歳
の若者

99日 のべ
336

市単
独

― 若者総合相談センターを
設置し、悩みや課題を抱
えながらも次の一歩を踏
み出す準備段階としての
フリースペースを提供し
た。

そ
の
他

ユースセン
ター機能の
構想化に向
けた検討

若者総合
相談セン
ターにサー
ドプレイス
を設置す
ることがで
きた。

Ｃ

既存施設のあり
方の見直しを図
り、若者の活動の
場の提供を検討
する。

取組の
継続

既存施設のこれまでの経緯
を踏まえたあるべき姿の検
討を行っていく。

0 0 0 青少年若者
課

126
そ
の
他

社
会
問
題
・
市
民

生
活
に
関
す
る
も

の

027 誰もが
生涯学
習へ参
加しや
すい環
境づく
り

施設内
のサイン
計画改
善

言語や障害に左右さ
れず、施設内を不自
由なく使用できるよ
うに表示を改善す
る。

集計中 ー ー ― ― 障害のある人もない人も
共に安心して暮らせる八
王子づくり条例の周知啓
発をチラシ等で続けてい
く。

― ― ―

集
計
中

― 取組の
継続

障害のある人もない人も
共に安心して暮らせる八王
子づくり条例の周知啓発を
チラシ等で続けていく。

ー ー ー 障害者福祉
課
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【基本施策３　番号１０８～１２９、２２事業】

対象
者

回
数

参加者
数(人)
等

実施
形態

コ
ロ
ナ

の
影
響

令和2年度の実施状況
昨年度との比較・変更点
具体的に（120字以内）

評
価

指
標

令和2年度
目標値

目標値に
対する
実績値

評
価
令和３年度目標値 方向性

令和3年度の
課題と方向
（120字程度）

NO 施策名

令和
２年度
決算
(千円)

令和
3年度
予算
(千円)

令和3年度
担当課

(実施主体）
事業名 事業内容

令和２年度　実績 令和３年度　目標設定 令和
２年度
予算
(千円)

番
号

新
規

種
類

分
野

基本施策・
施策の展開

127

情
報
提
供
・
環
境

整
備

育
児
・
教
育

027 誰もが
生涯学
習へ参
加しや
すい環
境づく
り

学習支
援のた
めの託
児

子育て中の市民等の
学習支援として、満1
歳～未就学児の託児
サービスを提供し、
特に女性の社会参画
の促進を図る。

親子・
保護者

101 利用保護
者136

市単
独

変
更
し
て
実
施

新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止の観
点から、託児時間等の利
用条件を変更して実施し
た。

応
募
者
・
参
加
者

の
人
数

利用保護者
325人

利用保護
者136人

Ｃ

利用保護者136
人

取組の
継続

子育て中の市民等の学習
機会を拡充する。

7,429 7,138 7,731 男女共同参
画課

128
そ
の
他

社
会
問
題
・
市
民

生
活
に
関
す
る
も

の

027 誰もが
生涯学
習へ参
加しや
すい環
境づく
り

障害者
の参加
を促す
環境整
備

障害者が講座等への
参加に必要な介助者
や手話通訳者の受講
料を無料とするほ
か、車いす使用者用
の机や拡大資料を提
供し、障害者が参加
しやすい環境を整備

ー ー ー ― ― 障害のある人もない人も
共に安心して暮らせる八
王子づくり条例の周知啓
発をチラシ等で続けてい
く。

― ― ―

集
計
中

― 取組の
継続

障害のある人もない人も
共に安心して暮らせる八王
子づくり条例の周知啓発を
チラシ等で続けていく。

ー ー ー 障害者福祉
課

129
そ
の
他

情
報
端
末
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す

る
も
の

028 ICTを
活用し
た生涯
学習機
会の充
実

ICTの
活用

図書館における、電
子書籍の拡充、ホー
ムページ等による情
報発信の充実を図
る。

どなた
でも

ー 【貸出数】
54,85
7回
【タイトル
数】
12,195
点

市単
独

通
常
通
り
実
施

新型コロナウイルスの感
染拡大を受け、タイトル
数を増やすとともに、広
報・ホームページ・ブック
スタートの会場・地域イベ
ントにおいて積極的な周
知を行った。

貸
出
数

50,000回 54,857
回

Ａ

検討中 取組の
継続

「新しい生活様式」に沿った
身近な読書環境の整備とし
て、タイトル数を増やすとと
もに、広報・ホームページ・
ブックスタートの会場・地域
イベントにおいて積極的な
周知を行う。

11,125 11,140 5,000 生涯学習セ
ンター図書
館

23/23


